


製品を安全に使用していただくために製品を安全に使用していただくために製品を安全に使用していただくために製品を安全に使用していただくために製品を安全に使用していただくために

●本書の取り扱いについて

本書には、お買い上げいただいた製品を安全に正しく使用するための重要なこ
とがらが記載されています。製品を使用する前に本書をよくお読みください。
特に、本書に記載されている「安全上のご注意」は必ずお読みいただき、内容
をよく理解したうえで製品を使用してください。
本書は、お読みになった後も製品の使用中いつでも参照できるように、大切に
保管してください。富士通は、お客様の生命、身体や財産に被害を及ぼすこと
なく安全に使っていただくために細心の注意を払っています。当製品を使用す
る際は、本書の説明に従ってください。

Microsoft、Windows、MS-DOS、Windows NTは、米国Microsoft Corporation
の米国およびその他の国における登録商標です。
その他の製品名、会社名は各社の登録商標または商標です。

All Rights Reserved, Copyright  FUJITSU LIMITED 2002
画面の使用に際して米国Microsoft Corporationの許諾を得ています。



●ＶＣＣＩ適合基準について

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づく
クラスB情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的とし
ていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用される
と、受信障害を引き起こすことがあります。
取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。

●電源の瞬時低下について

この装置は、落雷等による電源の瞬時電圧低下に対し不都合が生じることがあ
ります。電源の瞬時電圧低下対策としては、交流無停電電源装置等を使用され
ることをお薦めします。

（社団法人電子情報技術産業協会のパーソナルコンピュータの瞬時電圧低下対策ガイドラインに基づく表示）

●漏洩電流自主規制について

この装置は、社団法人  電子情報技術産業協会のパソコン業界基準（PC-11-
1988）に適合しています。

●電源高調波について

この装置は、高調波抑制対策ガイドラインに適合しております。

●国際エネルギースタープログラムについて

当社は、国際エネルギースタープログラムの参加事業者とし
て本製品が国際エネルギースタープログラムの対象製品に関
する基準を満たしていると判断します。



●本製品のハイセイフティ用途での使用について
本製品は、一般事務用、パーソナル用、家庭用、通常の産業用などの一般的用
途を想定したものであり、ハイセイフティ用途での使用を想定して設計・製造
されたものではありません。
お客様は、当該ハイセイフティ用途に要する安全性を確保する措置を施すこと
なく、本製品を使用しないでください。
ハイセイフティ用途とは、以下の例のような、極めて高度な安全性が要求さ
れ、仮に当該安全性が確保されない場合、直接生命・身体に対する重大な危険
性を伴う用途をいいます。
・原子力施設における核反応制御、航空機自動飛行制御、航空交通管制、大量
輸送システムにおける運行制御、生命維持のための医療用機器、兵器システ
ムにおけるミサイル発射制御など

●リサイクル部品の使用について

地球環境への配慮から本製品には一部リサイクル部品を使用しています。

●レーザ規格について

この装置は、危険なレーザ光を出さない「クラスⅠ」のレーザシステムです。
本書に従って操作してください。本書に書かれた以外の操作は行わないでく
ださい。思わぬ故障や事故を起こす原因になります。
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はじめにはじめにはじめにはじめにはじめに
このたびは、弊社のページプリンタXL-4000をお買い求めいただきまして、誠
にありがとうございます。
本書では、プリンタの設置や取り扱いに関することがらと、プリンタドライバ
などのソフトウェアに関することがらについて説明しています。
本書にしたがって正しい取り扱いをし、本プリンタを有効にご利用ください。

2002年4月

本文中の略語について本文中の略語について本文中の略語について本文中の略語について本文中の略語について
各製品を以下のように略記しています。
・Microsoft  Windows  2000 Professional、Microsoft  Windows  2000
Server → Windows 2000

・Microsoft  Windows  XP Professional、Microsoft  Windows  XP Home
Edition → Windows XP

・Microsoft  Windows NT  Workstation Version 4.0、Microsoft
Windows NT  Server Version 4.0 → Windows NT4.0

・Microsoft  Windows  Millennium Edition → Windows Me
・Microsoft  Windows  98 → Windows 98
・Microsoft  Windows  95 → Windows 95

●警告表示マークについて
本書では、製品を安全にかつ正しくお使いいただき、あなたや他の人々に加え
られる恐れのある危害や損害を未然に防止するために、次のような表示をして
います。

警告� 注意�
この表示を無視して誤った取り扱いを この表示を無視して誤った取り扱いを
すると、人が死亡または重傷を負う可 すると、人が損害を負う可能性が想定
能性が想定される内容を示してます。 される内容、および物的損害のみが想

定される内容を示しています。

絵記号の例とその意味
△で示した記号は、警告、注意を促す事項であることを告げるもので
す。記号の中には、具体的な警告内容を表す絵（左図の場合は感電注
意）が描かれています。

○�で示した記号は、してはいけない行為（禁止行為）であることを告
げるものです。記号の中やその脇には、具体的な指示内容（左図の場
合は分解禁止）が描かれています。

●で示した記号は、必ず従っていただく内容であることを告げるもの
です。記号の中には、具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグを
コンセントから抜いてください）が描かれています。



ii

安全上のご注意安全上のご注意安全上のご注意安全上のご注意安全上のご注意
◆プリンタ設置および移動時のご注意

警告�
プリンタの上に「花びん、植木鉢、コップ」などの水の入った容器、金属物プリンタの上に「花びん、植木鉢、コップ」などの水の入った容器、金属物プリンタの上に「花びん、植木鉢、コップ」などの水の入った容器、金属物プリンタの上に「花びん、植木鉢、コップ」などの水の入った容器、金属物プリンタの上に「花びん、植木鉢、コップ」などの水の入った容器、金属物
を置かないでください。を置かないでください。を置かないでください。を置かないでください。を置かないでください。
感電・火災の原因となります。

湿気・ほこり・油煙の多い場所、通気性の悪い場所、火気のある場所に置か湿気・ほこり・油煙の多い場所、通気性の悪い場所、火気のある場所に置か湿気・ほこり・油煙の多い場所、通気性の悪い場所、火気のある場所に置か湿気・ほこり・油煙の多い場所、通気性の悪い場所、火気のある場所に置か湿気・ほこり・油煙の多い場所、通気性の悪い場所、火気のある場所に置か
ないでください。ないでください。ないでください。ないでください。ないでください。
感電・火災の原因となります。

電源プラグは、交流電源プラグは、交流電源プラグは、交流電源プラグは、交流電源プラグは、交流100V100V100V100V100V、、、、、15A15A15A15A15A専用コンセント以外には差し込まないでくだ専用コンセント以外には差し込まないでくだ専用コンセント以外には差し込まないでくだ専用コンセント以外には差し込まないでくだ専用コンセント以外には差し込まないでくだ
さい。たこ足配線をしないでください。さい。たこ足配線をしないでください。さい。たこ足配線をしないでください。さい。たこ足配線をしないでください。さい。たこ足配線をしないでください。
感電・火災の原因となります。本機定格電源は100V、8Aとなっています。

添付の電源コード以外は使用しないでください。添付の電源コード以外は使用しないでください。添付の電源コード以外は使用しないでください。添付の電源コード以外は使用しないでください。添付の電源コード以外は使用しないでください。
感電・火災の原因となります。

プリンタや他の機器の電源コードの上にプリンタをのせないでください。プリンタや他の機器の電源コードの上にプリンタをのせないでください。プリンタや他の機器の電源コードの上にプリンタをのせないでください。プリンタや他の機器の電源コードの上にプリンタをのせないでください。プリンタや他の機器の電源コードの上にプリンタをのせないでください。
電源コードが傷つき、感電・火災・故障の原因となります。

ストーブやヒーターなどの発熱器具に近い場所、アルコール、シンナー、ガストーブやヒーターなどの発熱器具に近い場所、アルコール、シンナー、ガストーブやヒーターなどの発熱器具に近い場所、アルコール、シンナー、ガストーブやヒーターなどの発熱器具に近い場所、アルコール、シンナー、ガストーブやヒーターなどの発熱器具に近い場所、アルコール、シンナー、ガ
ソリンなど揮発性可燃物やカーテンなどの燃えやすいものの近くにはプリンソリンなど揮発性可燃物やカーテンなどの燃えやすいものの近くにはプリンソリンなど揮発性可燃物やカーテンなどの燃えやすいものの近くにはプリンソリンなど揮発性可燃物やカーテンなどの燃えやすいものの近くにはプリンソリンなど揮発性可燃物やカーテンなどの燃えやすいものの近くにはプリン
タを設置しないでください。タを設置しないでください。タを設置しないでください。タを設置しないでください。タを設置しないでください。
火災の原因となります。

延長コードは、定格（延長コードは、定格（延長コードは、定格（延長コードは、定格（延長コードは、定格（125V125V125V125V125V、、、、、15A15A15A15A15A）未満のものは使用しないでください。特）未満のものは使用しないでください。特）未満のものは使用しないでください。特）未満のものは使用しないでください。特）未満のものは使用しないでください。特
に容量不足の延長コードは絶対に使用しないでください。に容量不足の延長コードは絶対に使用しないでください。に容量不足の延長コードは絶対に使用しないでください。に容量不足の延長コードは絶対に使用しないでください。に容量不足の延長コードは絶対に使用しないでください。
異常な発熱や火災の原因となります。

次のようなところには、絶対にアース線を接続しないでください。次のようなところには、絶対にアース線を接続しないでください。次のようなところには、絶対にアース線を接続しないでください。次のようなところには、絶対にアース線を接続しないでください。次のようなところには、絶対にアース線を接続しないでください。
・・・・・ガス管（引火や爆発の危険があります。）ガス管（引火や爆発の危険があります。）ガス管（引火や爆発の危険があります。）ガス管（引火や爆発の危険があります。）ガス管（引火や爆発の危険があります。）
・・・・・電話専用アース線および避雷針（落雷時に大量の電流が流れる場合があり電話専用アース線および避雷針（落雷時に大量の電流が流れる場合があり電話専用アース線および避雷針（落雷時に大量の電流が流れる場合があり電話専用アース線および避雷針（落雷時に大量の電流が流れる場合があり電話専用アース線および避雷針（落雷時に大量の電流が流れる場合があり
危険です。）危険です。）危険です。）危険です。）危険です。）

・水道管や蛇口（配管の途中がプラスチックになっている場合はアースの役・水道管や蛇口（配管の途中がプラスチックになっている場合はアースの役・水道管や蛇口（配管の途中がプラスチックになっている場合はアースの役・水道管や蛇口（配管の途中がプラスチックになっている場合はアースの役・水道管や蛇口（配管の途中がプラスチックになっている場合はアースの役
目を果たしません。）目を果たしません。）目を果たしません。）目を果たしません。）目を果たしません。）

梱包に使用しているビニール袋はお子様が口に入れたり、かぶって遊んだり梱包に使用しているビニール袋はお子様が口に入れたり、かぶって遊んだり梱包に使用しているビニール袋はお子様が口に入れたり、かぶって遊んだり梱包に使用しているビニール袋はお子様が口に入れたり、かぶって遊んだり梱包に使用しているビニール袋はお子様が口に入れたり、かぶって遊んだり
しないよう、ご注意ください。しないよう、ご注意ください。しないよう、ご注意ください。しないよう、ご注意ください。しないよう、ご注意ください。
窒息の原因となります。
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警告�
風呂場、シャワー室などの水場に置かないでください。風呂場、シャワー室などの水場に置かないでください。風呂場、シャワー室などの水場に置かないでください。風呂場、シャワー室などの水場に置かないでください。風呂場、シャワー室などの水場に置かないでください。
感電・火災の原因となります。

電源プラグから出ている緑色のアース線を、必ずいずれかに取り付けてくだ電源プラグから出ている緑色のアース線を、必ずいずれかに取り付けてくだ電源プラグから出ている緑色のアース線を、必ずいずれかに取り付けてくだ電源プラグから出ている緑色のアース線を、必ずいずれかに取り付けてくだ電源プラグから出ている緑色のアース線を、必ずいずれかに取り付けてくだ
さい。アース接続できない場合は、ハードウェア修理相談センター（さい。アース接続できない場合は、ハードウェア修理相談センター（さい。アース接続できない場合は、ハードウェア修理相談センター（さい。アース接続できない場合は、ハードウェア修理相談センター（さい。アース接続できない場合は、ハードウェア修理相談センター（137137137137137
ページ参照）にご連絡ください。ページ参照）にご連絡ください。ページ参照）にご連絡ください。ページ参照）にご連絡ください。ページ参照）にご連絡ください。
・・・・・ 電源コンセントのアース線電源コンセントのアース線電源コンセントのアース線電源コンセントのアース線電源コンセントのアース線
・・・・・ 銅片などを銅片などを銅片などを銅片などを銅片などを650mm 650mm 650mm 650mm 650mm 以上地中に埋めたもの以上地中に埋めたもの以上地中に埋めたもの以上地中に埋めたもの以上地中に埋めたもの
・・・・・ 接地工事（第３種）を行っている接地端子接地工事（第３種）を行っている接地端子接地工事（第３種）を行っている接地端子接地工事（第３種）を行っている接地端子接地工事（第３種）を行っている接地端子
アース接続しないで使用すると、万一漏電した場合に、感電・火災の原因と
なります。

電源コード�

適正電源コンセント�

プリンタケーブルの取り付け取り外しを行うときは、必ずプリンタ本体およプリンタケーブルの取り付け取り外しを行うときは、必ずプリンタ本体およプリンタケーブルの取り付け取り外しを行うときは、必ずプリンタ本体およプリンタケーブルの取り付け取り外しを行うときは、必ずプリンタ本体およプリンタケーブルの取り付け取り外しを行うときは、必ずプリンタ本体およ
び接続されている機器の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントからび接続されている機器の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントからび接続されている機器の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントからび接続されている機器の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントからび接続されている機器の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから
抜いた後に行ってください。抜いた後に行ってください。抜いた後に行ってください。抜いた後に行ってください。抜いた後に行ってください。
感電の原因となります。

近くで雷が起きたときは、電源コードをコンセントから抜いて、雷がおさま近くで雷が起きたときは、電源コードをコンセントから抜いて、雷がおさま近くで雷が起きたときは、電源コードをコンセントから抜いて、雷がおさま近くで雷が起きたときは、電源コードをコンセントから抜いて、雷がおさま近くで雷が起きたときは、電源コードをコンセントから抜いて、雷がおさま
るのを待ってください。るのを待ってください。るのを待ってください。るのを待ってください。るのを待ってください。
入れたままにしておきますと、雷によっては機器を破壊し、火災の原因とな
ります。
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注意�
直射日光の当たる場所や炎天下の車内など、高温になる場所に長時間放置し直射日光の当たる場所や炎天下の車内など、高温になる場所に長時間放置し直射日光の当たる場所や炎天下の車内など、高温になる場所に長時間放置し直射日光の当たる場所や炎天下の車内など、高温になる場所に長時間放置し直射日光の当たる場所や炎天下の車内など、高温になる場所に長時間放置し
ないでください。ないでください。ないでください。ないでください。ないでください。
高温によりカバーなどが過熱、変形、溶解する原因となったり、プリンタ内
部が高温となり、火災の原因となることがあります。

プリンタの背面と側面には通風口があります。プリンタは壁からプリンタの背面と側面には通風口があります。プリンタは壁からプリンタの背面と側面には通風口があります。プリンタは壁からプリンタの背面と側面には通風口があります。プリンタは壁からプリンタの背面と側面には通風口があります。プリンタは壁から100mm100mm100mm100mm100mm以上以上以上以上以上
離して設置してください。離して設置してください。離して設置してください。離して設置してください。離して設置してください。
通風口をふさぐと内部に熱がこもり、火災の原因となることがあります。プ
リンタの操作および消耗品類の交換、日常の点検など、プリンタを正しく使
用し、プリンタの性能を維持するために、下図の設置スペースを確保してく
ださい。
プリンタの上部には、日常の操作に必要な250mm以上のスペースを確保してく
ださい。

1340mm

270mm 100mm

100mm

660mm660mm

プリンタの上に重いものを置かないでください。また、衝撃を与えないでくプリンタの上に重いものを置かないでください。また、衝撃を与えないでくプリンタの上に重いものを置かないでください。また、衝撃を与えないでくプリンタの上に重いものを置かないでください。また、衝撃を与えないでくプリンタの上に重いものを置かないでください。また、衝撃を与えないでく
ださい。ださい。ださい。ださい。ださい。
バランスが崩れて倒れたり、落下してけがの原因となることがあります。

振動の激しい場所や傾いた場所など、不安定な場所に置かないでください。振動の激しい場所や傾いた場所など、不安定な場所に置かないでください。振動の激しい場所や傾いた場所など、不安定な場所に置かないでください。振動の激しい場所や傾いた場所など、不安定な場所に置かないでください。振動の激しい場所や傾いた場所など、不安定な場所に置かないでください。
落ちたり、倒れたりしてけがの原因となることがあります。



v

注意�
プリンタは重さ約プリンタは重さ約プリンタは重さ約プリンタは重さ約プリンタは重さ約17kg17kg17kg17kg17kg（消耗品を含む）に耐えられる丈夫で水平な場所に設（消耗品を含む）に耐えられる丈夫で水平な場所に設（消耗品を含む）に耐えられる丈夫で水平な場所に設（消耗品を含む）に耐えられる丈夫で水平な場所に設（消耗品を含む）に耐えられる丈夫で水平な場所に設
置してください。置してください。置してください。置してください。置してください。
プリンタの転倒などによりけがの原因となることがあります。

プリンタを移動する場合は、プリンタを傾けないでください。プリンタを移動する場合は、プリンタを傾けないでください。プリンタを移動する場合は、プリンタを傾けないでください。プリンタを移動する場合は、プリンタを傾けないでください。プリンタを移動する場合は、プリンタを傾けないでください。
プリンタの転倒などによりけがの原因となることがあります。

プリンタは、消耗品や用紙が入っていない状態で約プリンタは、消耗品や用紙が入っていない状態で約プリンタは、消耗品や用紙が入っていない状態で約プリンタは、消耗品や用紙が入っていない状態で約プリンタは、消耗品や用紙が入っていない状態で約15kg15kg15kg15kg15kgあります。プリンタあります。プリンタあります。プリンタあります。プリンタあります。プリンタ
を持ち上げるときは、プリンタ正面（を持ち上げるときは、プリンタ正面（を持ち上げるときは、プリンタ正面（を持ち上げるときは、プリンタ正面（を持ち上げるときは、プリンタ正面（LEDLEDLEDLEDLEDランプ側）および背面に向かい、ランプ側）および背面に向かい、ランプ側）および背面に向かい、ランプ側）および背面に向かい、ランプ側）および背面に向かい、
左右両側のくぼみを両手でしっかりと持ってください。くぼみ以外を持って左右両側のくぼみを両手でしっかりと持ってください。くぼみ以外を持って左右両側のくぼみを両手でしっかりと持ってください。くぼみ以外を持って左右両側のくぼみを両手でしっかりと持ってください。くぼみ以外を持って左右両側のくぼみを両手でしっかりと持ってください。くぼみ以外を持って
持ち上げることは絶対にしないでください。必要に応じて持ち上げることは絶対にしないでください。必要に応じて持ち上げることは絶対にしないでください。必要に応じて持ち上げることは絶対にしないでください。必要に応じて持ち上げることは絶対にしないでください。必要に応じて22222人で持ち運んで人で持ち運んで人で持ち運んで人で持ち運んで人で持ち運んで
ください。ください。ください。ください。ください。
落下によりけがの原因となることがあります。

プリンタを移動する場合は、必ず電源プラグをコンセントから抜いてくださプリンタを移動する場合は、必ず電源プラグをコンセントから抜いてくださプリンタを移動する場合は、必ず電源プラグをコンセントから抜いてくださプリンタを移動する場合は、必ず電源プラグをコンセントから抜いてくださプリンタを移動する場合は、必ず電源プラグをコンセントから抜いてくださ
い。また、接続ケーブルなどもはずしてください。い。また、接続ケーブルなどもはずしてください。い。また、接続ケーブルなどもはずしてください。い。また、接続ケーブルなどもはずしてください。い。また、接続ケーブルなどもはずしてください。
作業は足元に十分注意して行ってください。
電源コードが傷つき、感電・火災の原因となったり、本プリンタが倒れたり
してけがの原因となることがあります。
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◆プリンタ使用時のご注意

警告�
プリンタに水をかけたり、濡らしたりしないでください。プリンタに水をかけたり、濡らしたりしないでください。プリンタに水をかけたり、濡らしたりしないでください。プリンタに水をかけたり、濡らしたりしないでください。プリンタに水をかけたり、濡らしたりしないでください。
感電・火災の原因となります。

開口部（通風口など）から内部に金属類や燃えやすいものなどの異物を差し開口部（通風口など）から内部に金属類や燃えやすいものなどの異物を差し開口部（通風口など）から内部に金属類や燃えやすいものなどの異物を差し開口部（通風口など）から内部に金属類や燃えやすいものなどの異物を差し開口部（通風口など）から内部に金属類や燃えやすいものなどの異物を差し
込んだり、落とし込んだりしないでください。込んだり、落とし込んだりしないでください。込んだり、落とし込んだりしないでください。込んだり、落とし込んだりしないでください。込んだり、落とし込んだりしないでください。
感電・火災の原因となります。

電源コードを傷つけたり、加工しないでください。電源コードを傷つけたり、加工しないでください。電源コードを傷つけたり、加工しないでください。電源コードを傷つけたり、加工しないでください。電源コードを傷つけたり、加工しないでください。
重いものを載せたり、引っぱったり、無理に曲げたり、ねじったり、過熱し
たりすると、電源コードを傷め、感電・火災の原因となります。

電源コードや電源プラグが傷んだり、コンセントの差し込み口がゆるいとき電源コードや電源プラグが傷んだり、コンセントの差し込み口がゆるいとき電源コードや電源プラグが傷んだり、コンセントの差し込み口がゆるいとき電源コードや電源プラグが傷んだり、コンセントの差し込み口がゆるいとき電源コードや電源プラグが傷んだり、コンセントの差し込み口がゆるいとき
は使用しないでください。は使用しないでください。は使用しないでください。は使用しないでください。は使用しないでください。
そのまま使用すると、感電・火災の原因となります。修理はハードウェア修
理相談センター（137ページ参照）にご連絡ください。

異常音がするなどの故障状態で使用しないでください。異常音がするなどの故障状態で使用しないでください。異常音がするなどの故障状態で使用しないでください。異常音がするなどの故障状態で使用しないでください。異常音がするなどの故障状態で使用しないでください。
そのまま使用すると、感電・火災の原因となります。
故障の修理は、ハードウェア修理相談センター（137ページ参照）にご連絡く
ださい。

カバーを外した状態で電源プラグを差したり、電源を入れたりしないでくだカバーを外した状態で電源プラグを差したり、電源を入れたりしないでくだカバーを外した状態で電源プラグを差したり、電源を入れたりしないでくだカバーを外した状態で電源プラグを差したり、電源を入れたりしないでくだカバーを外した状態で電源プラグを差したり、電源を入れたりしないでくだ
さい。さい。さい。さい。さい。
感電・火災の原因となります。

プリンタの近くで強燃性スプレーを使用しないでください。プリンタの近くで強燃性スプレーを使用しないでください。プリンタの近くで強燃性スプレーを使用しないでください。プリンタの近くで強燃性スプレーを使用しないでください。プリンタの近くで強燃性スプレーを使用しないでください。
火災の原因となります。

濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。
感電の原因となります。

ネジで固定されているパネルやカバーなどは、本書で指示してある箇所以外ネジで固定されているパネルやカバーなどは、本書で指示してある箇所以外ネジで固定されているパネルやカバーなどは、本書で指示してある箇所以外ネジで固定されているパネルやカバーなどは、本書で指示してある箇所以外ネジで固定されているパネルやカバーなどは、本書で指示してある箇所以外
絶対に開けないでください。内部の点検、修理はハードウェア修理相談セン絶対に開けないでください。内部の点検、修理はハードウェア修理相談セン絶対に開けないでください。内部の点検、修理はハードウェア修理相談セン絶対に開けないでください。内部の点検、修理はハードウェア修理相談セン絶対に開けないでください。内部の点検、修理はハードウェア修理相談セン
ター（ター（ター（ター（ター（137137137137137ページ参照）にご連絡ください。ページ参照）にご連絡ください。ページ参照）にご連絡ください。ページ参照）にご連絡ください。ページ参照）にご連絡ください。
内部には電圧の高い部分があり、感電の原因となったり、レーザ光漏れによ
り失明するおそれがあります。

プリンタを改造したり、部品を変更して使用しないでください。プリンタを改造したり、部品を変更して使用しないでください。プリンタを改造したり、部品を変更して使用しないでください。プリンタを改造したり、部品を変更して使用しないでください。プリンタを改造したり、部品を変更して使用しないでください。
感電・火災の原因となります。
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警告�
電源プラグの金属部、およびその周辺にほこりが付着している場合は、乾い電源プラグの金属部、およびその周辺にほこりが付着している場合は、乾い電源プラグの金属部、およびその周辺にほこりが付着している場合は、乾い電源プラグの金属部、およびその周辺にほこりが付着している場合は、乾い電源プラグの金属部、およびその周辺にほこりが付着している場合は、乾い
た布でよく拭いてください。た布でよく拭いてください。た布でよく拭いてください。た布でよく拭いてください。た布でよく拭いてください。
そのまま使用すると、火災の原因となります。

取り外したカバー、キャップ、ネジ等は、小さなお子さまが誤って飲むこと取り外したカバー、キャップ、ネジ等は、小さなお子さまが誤って飲むこと取り外したカバー、キャップ、ネジ等は、小さなお子さまが誤って飲むこと取り外したカバー、キャップ、ネジ等は、小さなお子さまが誤って飲むこと取り外したカバー、キャップ、ネジ等は、小さなお子さまが誤って飲むこと
がないように、小さなお子さまの手の届かないところに置いてください。がないように、小さなお子さまの手の届かないところに置いてください。がないように、小さなお子さまの手の届かないところに置いてください。がないように、小さなお子さまの手の届かないところに置いてください。がないように、小さなお子さまの手の届かないところに置いてください。
万一、飲み込んだ場合は、直ちに医師と相談してください。

万一、プリンタから発熱や煙、異臭や異音などが発生した場合は、ただちに万一、プリンタから発熱や煙、異臭や異音などが発生した場合は、ただちに万一、プリンタから発熱や煙、異臭や異音などが発生した場合は、ただちに万一、プリンタから発熱や煙、異臭や異音などが発生した場合は、ただちに万一、プリンタから発熱や煙、異臭や異音などが発生した場合は、ただちに
プリンタ本体の電源スイッチを切り、その後必ず電源プラグをコンセントかプリンタ本体の電源スイッチを切り、その後必ず電源プラグをコンセントかプリンタ本体の電源スイッチを切り、その後必ず電源プラグをコンセントかプリンタ本体の電源スイッチを切り、その後必ず電源プラグをコンセントかプリンタ本体の電源スイッチを切り、その後必ず電源プラグをコンセントか
ら抜いてください。ら抜いてください。ら抜いてください。ら抜いてください。ら抜いてください。
煙が消えるのを確認して、ハードウェア修理相談センター（煙が消えるのを確認して、ハードウェア修理相談センター（煙が消えるのを確認して、ハードウェア修理相談センター（煙が消えるのを確認して、ハードウェア修理相談センター（煙が消えるのを確認して、ハードウェア修理相談センター（137137137137137ページ参ページ参ページ参ページ参ページ参
照）に修理をご依頼ください。お客さま自身による修理は危険ですから絶対照）に修理をご依頼ください。お客さま自身による修理は危険ですから絶対照）に修理をご依頼ください。お客さま自身による修理は危険ですから絶対照）に修理をご依頼ください。お客さま自身による修理は危険ですから絶対照）に修理をご依頼ください。お客さま自身による修理は危険ですから絶対
におやめください。におやめください。におやめください。におやめください。におやめください。
異常状態のまま使用すると、感電・火災の原因となります。

万一、異物（金属片、水、液体など）が内部に入った場合は、ただちにプリ万一、異物（金属片、水、液体など）が内部に入った場合は、ただちにプリ万一、異物（金属片、水、液体など）が内部に入った場合は、ただちにプリ万一、異物（金属片、水、液体など）が内部に入った場合は、ただちにプリ万一、異物（金属片、水、液体など）が内部に入った場合は、ただちにプリ
ンタ本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いてくださンタ本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いてくださンタ本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いてくださンタ本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いてくださンタ本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いてくださ
い。その後、ハードウェア修理相談センター（い。その後、ハードウェア修理相談センター（い。その後、ハードウェア修理相談センター（い。その後、ハードウェア修理相談センター（い。その後、ハードウェア修理相談センター（137137137137137ページ参照）にご連絡くページ参照）にご連絡くページ参照）にご連絡くページ参照）にご連絡くページ参照）にご連絡く
ださい。ださい。ださい。ださい。ださい。
そのまま使用すると、感電・火災の原因となります。

プリンタを落としたり、カバーなどを破損した場合は、プリンタ本体の電源プリンタを落としたり、カバーなどを破損した場合は、プリンタ本体の電源プリンタを落としたり、カバーなどを破損した場合は、プリンタ本体の電源プリンタを落としたり、カバーなどを破損した場合は、プリンタ本体の電源プリンタを落としたり、カバーなどを破損した場合は、プリンタ本体の電源
スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いてください。その後、スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いてください。その後、スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いてください。その後、スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いてください。その後、スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いてください。その後、
ハードウェア修理相談センター（ハードウェア修理相談センター（ハードウェア修理相談センター（ハードウェア修理相談センター（ハードウェア修理相談センター（137137137137137ページ参照）にご連絡ください。ページ参照）にご連絡ください。ページ参照）にご連絡ください。ページ参照）にご連絡ください。ページ参照）にご連絡ください。
そのまま使用すると、感電・火災の原因となります。



viii

注意�
電源プラグをコンセントから抜くときは、必ず電源プラグを持って抜いてく電源プラグをコンセントから抜くときは、必ず電源プラグを持って抜いてく電源プラグをコンセントから抜くときは、必ず電源プラグを持って抜いてく電源プラグをコンセントから抜くときは、必ず電源プラグを持って抜いてく電源プラグをコンセントから抜くときは、必ず電源プラグを持って抜いてく
ださい。ださい。ださい。ださい。ださい。
電源コードを引っぱると電源コードの芯線が露出したり、断線したりして、
感電・火災の原因となることがあります。

使用中のプリンタは布などでおおったり、包んだりしないでください。使用中のプリンタは布などでおおったり、包んだりしないでください。使用中のプリンタは布などでおおったり、包んだりしないでください。使用中のプリンタは布などでおおったり、包んだりしないでください。使用中のプリンタは布などでおおったり、包んだりしないでください。
熱がこもり、火災の原因となることがあります。

プリンタの電源を入れたままでコンセントからプラグを抜き差ししないでくプリンタの電源を入れたままでコンセントからプラグを抜き差ししないでくプリンタの電源を入れたままでコンセントからプラグを抜き差ししないでくプリンタの電源を入れたままでコンセントからプラグを抜き差ししないでくプリンタの電源を入れたままでコンセントからプラグを抜き差ししないでく
ださい。ださい。ださい。ださい。ださい。
プラグが変形し、火災の原因となることがあります。

プリンタの内部には磁気を帯びたマグネット類を近づけないでください。プリンタの内部には磁気を帯びたマグネット類を近づけないでください。プリンタの内部には磁気を帯びたマグネット類を近づけないでください。プリンタの内部には磁気を帯びたマグネット類を近づけないでください。プリンタの内部には磁気を帯びたマグネット類を近づけないでください。
プリンタが動作状態になる場合があり、けがの原因となることがあります。

電源プラグはコンセントの奥まで確実に差し込んでください。電源プラグはコンセントの奥まで確実に差し込んでください。電源プラグはコンセントの奥まで確実に差し込んでください。電源プラグはコンセントの奥まで確実に差し込んでください。電源プラグはコンセントの奥まで確実に差し込んでください。
火災・故障の原因となることがあります。

つまった用紙を取り除くときは、プリンタ内部に紙片が残らないようすべてつまった用紙を取り除くときは、プリンタ内部に紙片が残らないようすべてつまった用紙を取り除くときは、プリンタ内部に紙片が残らないようすべてつまった用紙を取り除くときは、プリンタ内部に紙片が残らないようすべてつまった用紙を取り除くときは、プリンタ内部に紙片が残らないようすべて
取り除いてください。取り除いてください。取り除いてください。取り除いてください。取り除いてください。
紙片が残ったままになっていると火災の原因となることがあります。なお、
定着器やローラ部に用紙が巻き付いているときは無理にとらないで、直ちに
電源を切り、ハードウェア修理相談センター（137ページ参照）にご連絡くだ
さい。

つまった用紙を取り除いたり故障処置を行うときは、鋭利部や突起部に触れつまった用紙を取り除いたり故障処置を行うときは、鋭利部や突起部に触れつまった用紙を取り除いたり故障処置を行うときは、鋭利部や突起部に触れつまった用紙を取り除いたり故障処置を行うときは、鋭利部や突起部に触れつまった用紙を取り除いたり故障処置を行うときは、鋭利部や突起部に触れ
ないよう注意してください。ないよう注意してください。ないよう注意してください。ないよう注意してください。ないよう注意してください。
けがの原因となることがあります。

つまった用紙を取り除いたり故障処置を行うときは、ネクタイやネックレスつまった用紙を取り除いたり故障処置を行うときは、ネクタイやネックレスつまった用紙を取り除いたり故障処置を行うときは、ネクタイやネックレスつまった用紙を取り除いたり故障処置を行うときは、ネクタイやネックレスつまった用紙を取り除いたり故障処置を行うときは、ネクタイやネックレス
などがプリンタ内部に巻き込まれないように注意してください。などがプリンタ内部に巻き込まれないように注意してください。などがプリンタ内部に巻き込まれないように注意してください。などがプリンタ内部に巻き込まれないように注意してください。などがプリンタ内部に巻き込まれないように注意してください。
けがの原因となることがあります。
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注意�
１カ月に一度はプリンタの電源を切り、次のような点検をしてください。１カ月に一度はプリンタの電源を切り、次のような点検をしてください。１カ月に一度はプリンタの電源を切り、次のような点検をしてください。１カ月に一度はプリンタの電源を切り、次のような点検をしてください。１カ月に一度はプリンタの電源を切り、次のような点検をしてください。
・電源プラグが電源コンセントにしっかり差し込まれていますか。・電源プラグが電源コンセントにしっかり差し込まれていますか。・電源プラグが電源コンセントにしっかり差し込まれていますか。・電源プラグが電源コンセントにしっかり差し込まれていますか。・電源プラグが電源コンセントにしっかり差し込まれていますか。
・電源プラグに異常な発熱およびサビ、曲がりなどがありませんか。・電源プラグに異常な発熱およびサビ、曲がりなどがありませんか。・電源プラグに異常な発熱およびサビ、曲がりなどがありませんか。・電源プラグに異常な発熱およびサビ、曲がりなどがありませんか。・電源プラグに異常な発熱およびサビ、曲がりなどがありませんか。
・電源プラグやコンセントに細かいホコリがついていませんか。・電源プラグやコンセントに細かいホコリがついていませんか。・電源プラグやコンセントに細かいホコリがついていませんか。・電源プラグやコンセントに細かいホコリがついていませんか。・電源プラグやコンセントに細かいホコリがついていませんか。
・電源コードに亀裂や擦り傷などはありませんか。・電源コードに亀裂や擦り傷などはありませんか。・電源コードに亀裂や擦り傷などはありませんか。・電源コードに亀裂や擦り傷などはありませんか。・電源コードに亀裂や擦り傷などはありませんか。
・アース線は取り付けられていますか。・アース線は取り付けられていますか。・アース線は取り付けられていますか。・アース線は取り付けられていますか。・アース線は取り付けられていますか。
なお、異常がある場合はハードウェア修理相談センター（137ページ参照）ま
でご連絡ください。

長期間、プリンタを使用しないときは、安全のため必ず電源プラグをコンセ長期間、プリンタを使用しないときは、安全のため必ず電源プラグをコンセ長期間、プリンタを使用しないときは、安全のため必ず電源プラグをコンセ長期間、プリンタを使用しないときは、安全のため必ず電源プラグをコンセ長期間、プリンタを使用しないときは、安全のため必ず電源プラグをコンセ
ントから抜いてください。ントから抜いてください。ントから抜いてください。ントから抜いてください。ントから抜いてください。
感電・火災の原因となることがあります。

プリンタの清掃および保守、故障の処置を行う場合は、電源スイッチを切プリンタの清掃および保守、故障の処置を行う場合は、電源スイッチを切プリンタの清掃および保守、故障の処置を行う場合は、電源スイッチを切プリンタの清掃および保守、故障の処置を行う場合は、電源スイッチを切プリンタの清掃および保守、故障の処置を行う場合は、電源スイッチを切
り、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。り、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。り、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。り、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。り、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。
電源スイッチを切らずにプリンタの清掃や保守を行うと、やけどや感電の原
因となることがあります。

用紙排出部のローラが作動しているとき作動部には触れないでください。用紙排出部のローラが作動しているとき作動部には触れないでください。用紙排出部のローラが作動しているとき作動部には触れないでください。用紙排出部のローラが作動しているとき作動部には触れないでください。用紙排出部のローラが作動しているとき作動部には触れないでください。
指を挟み、けがをする原因となることがあります。



x

◆プロセスカートリッジの取り扱い上のご注意

警告�
プロセスカートリッジを火中に投入しないでください。プロセスカートリッジを火中に投入しないでください。プロセスカートリッジを火中に投入しないでください。プロセスカートリッジを火中に投入しないでください。プロセスカートリッジを火中に投入しないでください。
火中に投入すると、トナー粉がはねて、やけどの原因となります。
使用済みのプロセスカートリッジを処分するときは、当社の回収サービスを
ご利用ください。(「使用済みプロセスカートリッジの回収サービス」(91
ページ)参照)

トナーは目や口に入らないように注意してください。トナーは目や口に入らないように注意してください。トナーは目や口に入らないように注意してください。トナーは目や口に入らないように注意してください。トナーは目や口に入らないように注意してください。
プロセスカートリッジの交換時などにトナーが手に付いた場合は、速やかに
洗い落としてください。万一、飲み込んだ場合は、直ちに医師と相談してく
ださい。

プロセスカートリッジを保管する場合は、小さなお子さまがトナーを誤ってプロセスカートリッジを保管する場合は、小さなお子さまがトナーを誤ってプロセスカートリッジを保管する場合は、小さなお子さまがトナーを誤ってプロセスカートリッジを保管する場合は、小さなお子さまがトナーを誤ってプロセスカートリッジを保管する場合は、小さなお子さまがトナーを誤って
飲むことがないように、小さいお子さまの手の届かないところに置いてくだ飲むことがないように、小さいお子さまの手の届かないところに置いてくだ飲むことがないように、小さいお子さまの手の届かないところに置いてくだ飲むことがないように、小さいお子さまの手の届かないところに置いてくだ飲むことがないように、小さいお子さまの手の届かないところに置いてくだ
さい。さい。さい。さい。さい。
万一、飲み込んだ場合は、直ちに医師と相談してください。
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本書の構成本書の構成本書の構成本書の構成本書の構成
本書は、プリンタを設置し、印刷できるようにするまでの手順と、プリンタを
ご使用中に必要となる内容を説明します。

目　次 内　容
第１章 お使いになる前に プリンタを使用する前に知っておいていた

だきたいことがらについて説明します。
第２章 プリンタの設置 プリンタを設置する際の留意事項や、設置

手順について説明します。
第３章 用紙のセット 給紙カセットおよびM Pカセットに用紙を

セットする手順について説明します。
第４章 パソコンとの接続と パソコンとプリンタをケーブルで接続し、

プリンタドライバの プリンタドライバをインストールする手順
インストール について説明します。

第５章 プリンタドライバ パソコンにインストールしたプリンタドラ
の設定 イバの設定方法について説明します。

第６章 用紙について プリンタで使用できる用紙に関する説明
と、用紙のセットのしかたについて説明し
ます。

第７章 日常のメンテナンス プリンタを使用していると必要になること
がらについて説明します

第８章 困ったときには 故障が発生したと思われるときや紙づまり
のときの処置のしかたについて説明しま
す。

付  録 プリンタの仕様やアフターサービスなど、
補助的に必要となることがらについて説明
します。
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本書の表記本書の表記本書の表記本書の表記本書の表記
本書では、説明する内容により、以下の用語を使用しています。

本プリンタを正しく使っていただくための依頼事項を説明して
います。
操作する前に必ずお読みください。

本プリンタを使う際に参考にしていただきたい内容を説明して
います。
必要に応じてお読みください。

本書内で参照していただきたい参照先を示します。
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第1章
お使いになる前に

この章では、プリンタを使用する前に知ってお
いていただきたいことについて説明します。

製品の確認製品の確認製品の確認製品の確認製品の確認（（（（（梱梱梱梱梱包包包包包ささささされれれれれててててていいいいいるるるるる製製製製製品品品品品）））））....................................................... 22222
CD-ROMCD-ROMCD-ROMCD-ROMCD-ROMの内容の内容の内容の内容の内容 ...................................................................................................................................................... 33333
XL-4000XL-4000XL-4000XL-4000XL-4000の特長の特長の特長の特長の特長 ................................................................................................................................................. 44444
各部の名称と機能各部の名称と機能各部の名称と機能各部の名称と機能各部の名称と機能 .................................................................................................................................. 55555
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第１章　お使いになる前に

製品の確認製品の確認製品の確認製品の確認製品の確認（（（（（梱梱梱梱梱包包包包包ささささされれれれれててててていいいいいるるるるる製製製製製品品品品品）））））
本プリンタは、添付品とともに梱包材で保護し、梱包してあります。梱
包箱から取り出して、製品が揃っていることを確認してください。万
一、不良品や不足品がありましたら、ご購入元にご連絡ください。

6.CD-ROM 8.修理窓口ラベル�7.取扱説明書(本書)、トラブル解決ブック、�
  用紙について�

梱包箱�

�ドキュメントパック�

4.保証書�
(梱包箱に貼付)

3.設置ガイド� 5.電源コード�

1.プリンタ本体� 2.プロセスカートリッジ�

MPカセット�
給紙カセット�

本プリンタには、パソコンとの接続ケーブル(プリンタ
ケーブル)は添付されていません。
パソコンに添付されているケーブルか別売ケーブルをお使
いください。（「プリンタケーブルについて」(135ページ)
参照）

移転など、プリンタを運搬する可能性がある場合は、梱包箱
を保管しておくと便利です。
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CD-ROMCD-ROMCD-ROMCD-ROMCD-ROMの内容の内容の内容の内容の内容
本プリンタには、「Printia LASER プリンタユーティリティ」CD-ROMが
同梱されています。この中に収められているおもなファイルは、次のと
おりです。

� Windows 2000用プリンタドライバ�
� Windows 95用プリンタドライバ�
� Windows 98用プリンタドライバ�
� Windows Me用プリンタドライバ�
� Windows NT4.0用プリンタドライバ�
� Windows XP用プリンタドライバ�
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XL-4000XL-4000XL-4000XL-4000XL-4000の特長の特長の特長の特長の特長
すべての操作をパソコンから

プリンタの操作パネルでの面倒な設定は一切ありません。すべての設定
をパソコンから行います。

12枚 /分（A4）、600dpiの高品位印刷

オフィスでもっとも需要の高いA4サイズを毎分12枚（コピーモード時）
と、快適なスピードで印刷します。しかも解像度は600dpiで高品位出力
を実現。文字も図形も美しく鮮明です。

WYSIWYGをお手元に。Windows 95/98/Me/NT4.0/2000/XP日本語版環境に対応

各OSのプリンタドライバを標準添付し、Windows搭載のパソコンに幅広
く対応しています。
また、WYSIWYG(*1)も実現しました。

多彩な給紙機能

給紙カセットとMPカセットによる350枚（64g/m2紙）の連続給紙を標準
サポートしています。A3 ～ A5 まで幅広い用紙サイズに対応するユニ
バーサル方式を採用し、MPカセットでは、A3～A5のほか、不定形用紙、
官製はがきへの印刷が可能です。

USBインタフェースを標準装備

パラレルとUSB(*2)の 2つのインタフェースを装備しています。

*1 WYSIWYG
What You See Is What You Getの略。パソコンの画面上で作成し
たとおりの印刷出力を手にすることができるというデスクトップ
パブリッシングの基本要素。

*2 USB
Universal Serial Busの略。マウスやプリンタなど周辺機器の
パソコンへの接続方式を共通にする規格。
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各部の名称と機能各部の名称と機能各部の名称と機能各部の名称と機能各部の名称と機能
本プリンタの主要各部の名称と機能について説明します。

前  面

排紙部�
印刷された用紙がおもて面
を下にして排出されます。�

給紙カセット(A3ユニバーサル)�
A5～A3サイズまでの用紙をセットし
ます。�

電源スイッチ�
電源を入/切します。�

排紙トレイ�
A4サイズより長い用
紙に印刷するときに
引き出します。�

MPカセット�
A5～A3サイズのほか、官製はが
き、不定型サイズの用紙をセッ
トします。�

フロントカバー�
開閉レバー�
フロントカバーを�
開くときに押します。�

フロントカバー�
プロセスカートリッジを�
交換するときや、つまった�
用紙を取り除くときに開き
ます。�

トップカバー�
プロセスカートリッジを交換す
るときや、つまった用紙を取り
除くときに開きます。�

用紙サイズダイヤル�
給紙カセット、MPカセットそれ
ぞれにセットされている用紙
のサイズを設定します。�

LEDランプ�
点灯、点滅により、プリ
ンタの状態を知らせ
ます。�

背  面

通風口�
プリンタ内部の過熱を防ぐ
ため、熱を逃します。�

パラレルインタフェース�
パソコンとパラレルインタフェースで
接続するためのコネクタです。�

USBインタフェース�
パソコンとUSBインタフェースで
接続するためのコネクタです。�

電源コードコネクタ�
電源コードを差し込むコネクタです。�

テスト印刷スイッチ�
プリンタ単体でテスト印刷を行うと
きに使用します。（先の細いもので
穴の奥のスイッチを押します。）�
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内  部

定着器�
用紙にトナーを定着させる機構です。
プリンタ使用時は高温になっているの
で手を触れないように注意してくださ
い。�

プロセスカートリッジ�
感光ドラム、現像器ユニット、およびトナ
ーから構成される機構です。�
�

感光ドラムの表面には絶対
に手を触れないでください。�

リブプレート�
プリンタ使用時は高温になっているの
で手を触れないように注意してくださ
い。�



第2章
プリンタの設置

この章では、プリンタを設置し、電源を入れる
までの手順について説明します。

設置上のお願い設置上のお願い設置上のお願い設置上のお願い設置上のお願い ............................................................................................................................................ 88888
プリンタの寸法プリンタの寸法プリンタの寸法プリンタの寸法プリンタの寸法 ............................................................................................................................................ 99999
設置手順設置手順設置手順設置手順設置手順 ..................................................................................................................................................................... 1010101010

梱包品の確認 .............................. 10
固定材の取り外し .......................... 10
プロセスカートリッジの取り付け ............ 10
電源を入れる .............................. 14
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設置上のお願い設置上のお願い設置上のお願い設置上のお願い設置上のお願い
安全に快適にプリンタをご利用いただくために、安全上のご注意ととも
に、以下の点に注意して設置してください。

● いつも良い状態でご使用いただける環境範囲は次のとおりです。
温度:10～ 32℃ 湿度:20～ 80％RH（結露がないこと）

温度32℃のときは湿度55％RH 以下、湿度が80％RH のときは温度
25℃以下でご使用ください。
冷えきった部屋を暖房器具などで急激に暖めると、機械の内部に水滴
が付着し部分的に印刷できない場合があります。室温になじませてか
ら使用してください。

● プリンタの24時間運用や無人運用をする場合は、不慮の事故に対す
る安全性を高める必要から、適切な防災対策(耐震対策、煙探知機、
温度センサーなど）が施された場所に設置してください。
また、防災管理者（警備員、管理人など）が建物内に待機しているこ
とも必要です。

● プリンタを前後左右に5°以上傾けないでください。
トナーがこぼれるなど故障の原因となります。

● ラジオの雑音、テレビ画面のチラツキやゆがみなど電波障害が発生
し、電波障害の原因が本プリンタであると考えられる場合は、本プリ
ンタの電源を切って電波障害がなくなるかどうか確認してください。
電源を切ると電波障害がなくなるようであれば、次の方法を組み合わ
せて障害を防止してください。

・プリンタとラジオやテレビ双方の距離を離してみる。
・プリンタとラジオやテレビ双方の位置や向きを変えてみる。
・プリンタとラジオやテレビ双方の電源を別系統のものに変えてみる。
・受信アンテナやアンテナ線の配置を変えてみる。（アンテナが屋外
にある場合は電気店にご相談ください。）
・ラジオやテレビのアンテナ線を同軸ケーブルに変えてみる。

● プリンタや他の機器の電源コードの上にプリンタをのせないでください。
電源コードが傷つき、感電・火災・故障の原因になります。　

－超音波加湿器をご使用のお客様へ－
超音波加湿器をご使用の際に、水道水や井戸水をご使用にな
りますと、水中の不純物が大気中に放出され、プリンタの内
部に付着して画像不良の原因となります。ご使用の際には、
純水など不純物を含まない水のご使用をお勧めします。
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プリンタのプリンタのプリンタのプリンタのプリンタの寸法寸法寸法寸法寸法
装置の寸法を示します。設置のときに参考にしてください。

＜正面図＞�

＜上面図＞�

＜側面図＞�

584mm(*2)

449mm(*1)

325mm

459mm�
�

*1:標準構成時
*2:給紙カセット延長時

注意 火 災 プリンタの背面と側面には通風口があります。プリンタ
は壁から十分離して設置してください。(「安全上のご注
意」(iiページ)参照)

け が 設置する台は、プリンタの足全体が十分にのる大きさの
ものを準備してください。
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設置設置設置設置設置手順手順手順手順手順
プリンタは、次の手順で設置してください。

梱包品の確認

製品がすべて揃っていることを確認してください。
梱包されている製品は、「製品の確認（梱包されている製品）」(2ペー
ジ)に記載してあります。

固定材の取り外し

プリンタの開閉部などを固定しているテープ、シート、段ボールを取り
除きます。

プロセスカートリッジの取り付け

プロセスカートリッジの取り付けは、次の手順で行います。

プロセスカートリッジの交換、および使用上の注意事項につい
ては、「プロセスカートリッジの交換と使用上の注意事項」(87
ページ)参照

1 トナーを均一にするた
め、プロセスカートリッ
ジを振る

プロセスカートリッジを水平に
持ち、図に示す方向に10回程度
ゆっくり振ります。
トナーの状態が均一でないと、
印字品質が低下することがあり
ます。

感光体（ドラム）の表面には、絶
対に手を触れないでください。
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2 保護シャッターを止めて
いるテープ（１か所）を
上から下方向にはがす

3 トナーシールを引き抜く
プロセスカートリッジの取っ手
を手前にして平らな場所に置
き、片手で押さえながらトナー
シールをゆっくり引き抜きま
す。

トナーシールを抜くときには、水平にまっすぐ引き抜いて
ください。斜めに引くと、途中でトナーシールが切れてし
まうことがあります。
トナーシールは、引き抜くと全長約69cmです。
トナーシールを引き抜いた後は、プロセスカートリッジを
振ったり、衝撃を与えたりしないでください。

4 フロントカバーを開く
左右のフロントカバー開閉レ
バーを押しながらフロントカ
バーを手前に引き、ゆっくりと
開きます。
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5 トップカバーを開く
トップカバーの左右を持ち、
ゆっくりと開きます。

6 プロセスカートリッジを
セットする

プロセスカートリッジをプリン
タ正面に向け、プロセスカート
リッジの取っ手を持ちます。プ
ロセスカートリッジの両側の突
起部をプリンタの内側の溝に合
わせてスライドさせてセットし
ます。

・プリンタ内部の部品には手を触れないでください。
・プロセスカートリッジは、カートリッジがプリンタ内部
に当たらないよう、静かに入れてください。

7 プロセスカートリッジを
確実にセットする

プロセスカートリッジを奥まで
押し込み、確実にセットされた
ことを確認します。

8 トップカバーをゆっくり
と閉じる
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9 フロントカバーをゆっく
りと閉じる

カチッと音がするまでゆっくり
とフロントカバーを押し上げ、
確実に閉まったことを確認して
ください。



14

第２章　プリンタの設置

電源を入れる

電源コードを接続し、プリンタの電源が入るかどうか確認します。

電源コードの接続

次の手順で、電源コードを接続します。

本プリンタの電圧定格値は、AC100Vです。
上記の定格は、プリンタの後部にある製造銘板に表示してあります。使
用するコンセントの電圧が、プリンタの定格電圧と一致するか確認して
ください。

警告 感 電 電源コードを接続するときは、必ず電源スイッチをオフ
（「○」側）にしてください。電源を切らずに接続すると、
感電の原因となります。

火 災 電源コードのアース線は必ず専用のアース端子に接続し
てください。

感 電 危険ですので次の箇所にアース線を接続しないでくださ
い。
・ガス管（火災や爆発の危険があります）
・電話専用アース線・避雷針（落雷時に大量の電流が流
れる場合があり危険です）
・水道管や蛇口（配管の途中がプラスチックになってい
る場合はアースの役目を果たしません）

感 電 プリンタや他の機器の上にプリンタを載せないでくださ
い。
電源コードが傷つき、感電・火災・故障の原因となりま
す。
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1 電源がオフであることを
確認する

電源スイッチが「○」側に倒れ
ていることを確認します。

2 電源コードをプリンタに
接続する

電源コードのプラグを、プリン
タ背面の電源コードコネクタ
に差し込みます。

3 電源コードをコンセント
に差し込む

もう一方の電源プラグを、コン
セント（15A以上）に差し込みま
す。

電源を入れる

電源スイッチを「｜」側に倒し
て電源を入れます。
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LEDランプの確認

電源を入れると、初期動作が行われます。（約15秒間）

初期動作が終了し、印刷できる状態になると、印刷可ランプが点灯しま
す。

電源を切る

1 プリンタが動作していな
いことを確認する

2 電源スイッチを「○」側
に倒す



第3章
用紙のセット

この章では、給紙カセットおよびMPカセットに
用紙をセットする方法について説明します。

用紙のセット用紙のセット用紙のセット用紙のセット用紙のセット ................................................................................................................................................. 1818181818
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用紙のセット用紙のセット用紙のセット用紙のセット用紙のセット
給紙カセットおよびMPカセットに用紙をセットする手順について説明し
ます。
説明の中に使用するイラストは給紙カセットのときのものです。MP カ
セットのときも手順は同じです。
なお、給紙カセットとMPカセットをとくに区別しないときは「カセッ
ト」と表記します。

リーガル、官製はがき、厚紙（質量81.5g/m2～128g/m2）、
OHPフィルム、ラベル紙、不定形用紙は、給紙カセットか
らは印刷できません。MPカセットから印刷してください。

・異なるサイズの用紙を、同時に１つのカセットにセットす
ることはできません。
・プリンタにセットする用紙は、未使用のものを使用してく
ださい。一度印刷した用紙をセットして印刷すると、給紙
できない、または紙づまりが発生するなど、プリンタの故
障の原因となることがあります。
・カセット前面のゴムには手を触れないでください。正しく
給紙されない原因となることがあります。
・MPカセットにリーガル、官製はがき、および不定形用紙を
セットするときは、用紙サイズダイヤルを「ユーザ指定」に
します。

1 カセットを両手で軽く持
ち上げてゆっくりと取り
外し、平らな場所に置く
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2 カセットカバーを取り外
す

縦ガイド�
横ガイド�

横ガイドの�
ロックを外す�

3 縦ガイドを外側にずらす

4 横ガイドのロックを外
し、外側にずらす

5 カセットの長さを用紙サ
イズに合わせる

スライドカセットロックを左に
動かして「UNLOCK」にし、カセッ
トの長さを用紙サイズに合わせ
たあと、「LOCK」に戻します。

次の用紙サイズのときは、カ
セットを縮めます。
A4、B5、A5、レター、
官製はがき

次の用紙サイズのときは、カ
セットを伸ばします。
A3、B4、リーガル



20

第３章　用紙のセット

ロック�

金属板�

6 給紙カセット内の金属板
を下げる

給紙カセット内の金属板が上
がっている場合は、手で下げ
て、上に浮き上がらないように
ロックします。金属板の左右が
確実にロックされていることを
確認してください。

7 印刷する面を上にして、
縦ガイド側から用紙を揃
えてセットする

用紙サイズによって、置く向き
が異なります。
縦置き .. A4、A3、B4、官製は

がき*、リーガル*

横置き .. A4、B5、A5、レター
*：MPカセットのみ

・折り目やシワの入った用紙は使用しないでください。
・横ガイドの最大積載表示（▽）がセットできる用紙枚数
の上限です。最大積載表示を超えないように用紙をセッ
トしてください。
・用紙が左右のツメの上に載らないようにしてください。

給紙カセットに収容できる枚数は約250枚（64g/m2の場合）、
MPカセットに収容できる枚数は約100枚（64g/m2の場合）で
す。

8 横ガイドと縦ガイドの位
置を調整する

9 用紙サイズダイヤルを回
して、用紙サイズの表示
がセットする用紙のサイ
ズになるように設定する

MPカセットにリーガル、官製は
がき、および不定形用紙をセッ
トするときは、「ユーザ指定」に
設定します。
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10給紙カセットの溝に合わ
せて、カセットカバーを
取り付ける

11給紙カセットをプリンタ
にセットする

給紙カセットを両手で持ち、
ゆっくり差し込みます。

用紙をセットした給紙カセット
は重くなります。プリンタに
セットするときは、給紙カセッ
トを両手で持ってください。

排紙トレイ� 12 A4幅より長いサイズの用
紙をセットしたときは、
排紙トレイを引き出す
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第３章　用紙のセット



第4章
パソコンとの接続と

プリンタドライバのインストール

この章では、プリンタをパソコンに接続する方
法について説明します。

パソコンとの接続方法パソコンとの接続方法パソコンとの接続方法パソコンとの接続方法パソコンとの接続方法 ......................................................................................................... 2424242424
パラレルインタフェースでの接続とインストールパラレルインタフェースでの接続とインストールパラレルインタフェースでの接続とインストールパラレルインタフェースでの接続とインストールパラレルインタフェースでの接続とインストール .................... 2626262626
USBUSBUSBUSBUSBインタフェースでの接続とインストールインタフェースでの接続とインストールインタフェースでの接続とインストールインタフェースでの接続とインストールインタフェースでの接続とインストール .......... 3333333333



24

第４章　パソコンとの接続とプリンタドライバのインストール

パソコンとの接続方法パソコンとの接続方法パソコンとの接続方法パソコンとの接続方法パソコンとの接続方法
パソコンとプリンタの接続方法、およびプリンタドライバのインストー
ル手順は、パソコンがサポートしているインタフェースによって異なり
ます。

パラレルインタフェース

パソコン ......双方向パラレルインタフェースをサポートするPC/AT
互換機

OS ............ Windows 95/98/Me/NT4.0/2000/XP日本語版
セットアップ方法 .. インストーラによるセットアップ

（Windows 95/98/Me/NT4.0/2000）
プラグアンドプレイによるセットアップ（Windows XP）

「パラレルインタフェースでの接続とインストール」（26 ペー
ジ）参照

USBインタフェース

パソコン ...... USBインタフェースを内蔵するPC/AT互換機
OS ............ Windows 98/Me/2000/XP日本語版
セットアップ方法 .. プラグアンドプレイによるセットアップ

「USBインタフェースでの接続とインストール」（33ページ）参照

USBについての詳細
「XL-4000の特長」（4ページ）参照

・本ドライバは他機種のプリンタで使用することはできま
せん。また同様に、他機種用のドライバを本プリンタで
使用することはできません。
・本ドライバは、Windows NT4.0 Terminal Sever Edi-
tionおよびWindows 2000 Terminal Serviceでは使用
できません。
・本ドライバは、双方向通信機能が必須です。OSの双方向
機能を無効にして使用することはできません。
・本プリンタはネットワークによるプリンタの共有やLAN
アダプタなどによる接続には対応していません。
・コマンドプロンプトからのCOPYコマンド等、プリンタ
に直接データを送信する印刷には対応していません。
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お使いのパソコンがUSBに対応しているかどうかを以下の画
面で確認することができます。
〈Windows 98/Me〉

1〔マイコンピュータ〕-〔プ
ロパティ〕-〔デバイスマ
ネージャ〕タブを開きま
す。
2〔ユニバーサルシリアルバ
スコントローラ〕の下に、
以下の2つが表示されてい
ることを確認します。
・USB のホストコントローラ
・〔USBルートハブ〕

〈Windows 2000〉
1〔マイコンピュータ〕-〔コ
ントロールパネル〕-〔シ
ステム〕-〔デバイスマネー
ジャ〕の順にクリックしま
す。
2〔USB(Universal Serial
Bus)コントローラ〕の下
に、以下の2つが表示され
ていることを確認します。
・USB のホストコントローラ
・〔USBルートハブ〕

〈Windows XP〉
1〔スタート〕-〔コントロー
ルパネル〕-〔プリンタと
その他のハードウェア〕を
開き、「関連項目」から〔シ
ステム〕-〔ハードウェア〕-
〔デバイスマネージャ〕の
順にクリックします。
2〔USB(Universal Serial
Bus)コントローラ〕の下
に、以下の2つが表示され
ていることを確認します。
・USB のホストコントローラ
・〔USBルートハブ〕
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パラレルインタフェースでの接続とインストールパラレルインタフェースでの接続とインストールパラレルインタフェースでの接続とインストールパラレルインタフェースでの接続とインストールパラレルインタフェースでの接続とインストール

パソコンとの接続

セントロニクス準拠のパラレルインタフェースにパソコンを接続する方
法について説明します。

警告 感 電 プリンタケーブルを接続するときは、必ず本プリンタと
パソコンの電源を切ってください。電源を切らずに接続
すると、感電の原因となります。

注意 故 障 ケーブルの接続は本書をよく読み、接続に間違いがない
ようにしてください。
誤った接続状態で使用すると、プリンタおよびパソコン
が故障する原因となることがあります。

・プリンタとパソコンを接続するときは、パラレルインタ
フェースまたはUSBインタフェースのいずれか一方に接
続してください（同時に接続した運用はできません）。
・プリンタケーブルについては、次の制約があります。
・パソコンとプリンタの接続には、シールドケーブルを
お使いください。
・ケーブルの長さは、1.5メートル以下のものをお使い
ください。

・本プリンタには、プリンタケーブルは添付されていませ
ん。パソコンに添付のケーブルか別売ケーブルをお使い
ください。

「プリンタケーブルについて（135ページ）参照

・本プリンタは、ネットワーク共有できません。



第４章　パソコンとの接続とプリンタドライバのインストール

27

1

2

3

4

5

6

7

8

付

1 プリンタとパソコンの電
源の切断を確認する

電源スイッチが「○」側に倒れ
ている状態です。

ワイヤクリップ�

2 プリンタケーブルを接続
する

プリンタケーブルをプリンタ背
面にあるプリンタケーブルコネ
クタに差し込み、両側のワイヤ
クリップで固定します。
パソコン側の接続は、パソコン
側の取扱説明書を参照してくだ
さい。

3 プリンタの電源を入れる
電源スイッチを「｜」側に倒し
ます。

4 パソコンの電源を入れ、Windowsを起動する
Windowsがすでに起動している場合は、必ず再起動してください。

Windows 95/98/Me/NT4.0/2000の場合
「新しいハードウェアの追加ウィザード」が表示されたら、〔キャンセ
ル〕をクリックし、プリンタドライバのインストールに進んでくださ
い。

「プリンタドライバのインストール（Windows 95/98/Me/
NT4.0/2000）」（28ページ）参照

Windows XPの場合
プリンタドライバのインストールに進んでください。

「プリンタドライバのインストール（Windows XP）」（31ペー
ジ）参照



28

第４章　パソコンとの接続とプリンタドライバのインストール

プリンタドライバのインストール
（Windows 95/98/Me/NT4.0/2000）

ここでは、添付のCD-ROMに収められているインストーラを使用して、プ
リンタドライバをインストールする手順について説明します。

Windows起動後、プラグアンドプレイにより「新しいハード
ウェアの追加ウィザード」が表示されることがあります。こ
のときは〔キャンセル〕をクリックしてください。

1 添付のCD-ROMを CD-ROM
ドライブにセットし、イ
ンストールするドライバ
を選択する

次のいずれかの方法でインストール画面を表示します。
・エクスプローラでCD-ROMの内容を表示し、setup.exeを実行（ダブル
クリック）する
・〔スタート〕から〔ファイルを指定して実行〕を選択し、次のように入
力して〔OK〕をクリックする
D:¥setup.exe（CD-ROMドライブがD:のとき）

2 プリンタの設定を行う

設定を変える場合は変更した
い箇所を選択し、〔設定変更〕
をクリックする
次ページへ進みます。

インストールを開始する場合
は〔インストール開始〕をク
リックする
手順3(30ページ)の操作へ進み
ます。
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各設定についての画面の説明をします。

ポート名設定画面

使用するポートを選択し、
〔次へ〕をクリックする

通常はプリンタポート（通常
LPT1:）を選択します。

プリンタ名設定画面

プリンタ名を指定し〔次へ〕
をクリックする
プリンタ名は、半角31文字、全
角15文字以内で設定してくださ
い。

通常使うプリンタに設定画面

通常使うプリンタに設定する
かどうか選択し〔次へ〕をク
リックする
他にインストールされているプ
リンタがない場合は、自動的に
通常使うプリンタに設定されま
す。

選択した設定の変更がすべて終了してから〔次へ〕をクリックすると、
手順2の画面に戻ります。



30

第４章　パソコンとの接続とプリンタドライバのインストール

3 〔完了〕をクリックし、Windowsを再起動する

インストール終了�

ファイルのコピーが開始されま
す。

Windows を再起動するとインス
トールが完了します。

以降は必要に応じて各章を参照してください。

プリンタドライバの機能を使っていろいろな印刷を行いたいとき
「第5章　プリンタドライバの設定」（49ページ）参照

インストールやテスト印刷がうまくいかなかったとき
「第8章　困ったときには」（105ページ）参照
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プリンタドライバのインストール（Windows XP）

Windows XP のときに、プラグアンドプレイでプリンタドライバをイン
ストールする手順について説明します。

管理者権限でログオンしてください。

1 「一覧または特定の場所
からインストールする
(詳細)」を選択し、〔次
へ〕をクリックする

2 添付のCD-ROM をセット
する

C D - R O M をセットした後に
「Printia LASER プリンタユー
ティリティ」の画面が自動的に
起動した場合は、〔終了〕を選択
して閉じてください。

3 「次の場所を含める」を
チェックし、「D:¥WINXP」
（CD-ROMドライバがD:の
場合）を入力し、〔次へ〕
をクリックする
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4 〔続行〕をクリックする

5 必要なソフトウェアがイ
ンストールされたことを
確認し、〔完了〕をクリッ
クする

以上でインストールは完了です。

通常使うプリンタに設定する場合には〔スタート〕から〔プ
リンタとFAX〕を選択し、〔FUJITSU XL-4000〕アイコンをダ
ブルクリックし、〔プリンタ〕メニューから〔通常使うプリン
タに設定〕を選択します。

以降は必要に応じて各章を参照してください。

プリンタドライバの機能を使っていろいろな印刷を行いたいとき
「第5章　プリンタドライバの設定」（49ページ）参照

インストールやテスト印刷がうまくいかなかったとき
「第8章　困ったときには」（105ページ）参照
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USBUSBUSBUSBUSBインタフェースでの接続とインストールインタフェースでの接続とインストールインタフェースでの接続とインストールインタフェースでの接続とインストールインタフェースでの接続とインストール

パソコンとの接続

USBインタフェースにパソコンを接続する方法について説明します。

・Windows 3.1/95からWindows 98/Meへアップグレード
インストールした環境での動作は保証できません。
・Windows 95/NT4.0では動作しません。
・パソコンとプリンタの接続に使用するUSBケーブルは、
5m以下のシールドケーブルをお使いください。
・印刷中にUSBケーブルを抜き差ししないでください。
・USBハブを使用する場合は、パソコンと直接接続された
USBハブに接続してください。
・2台以上のXL-4000を、同時にUSBハブに接続して使用
することはできません。
・本プリンタと接続したUSBケーブルのもう一方は、パソ
コン本体のUSBコネクタ、またはセルフパワータイプの
USBハブ（電源コードやACアダプタにより電源が供給さ
れるタイプのハブ）のコネクタに接続してください。上
記以外のUSBコネクタに接続すると、正常に動作しない
場合があります。
・プリンタとパソコンを接続するときには、パラレルイン
タフェースまたはUSBインタフェースのいずれか一方に
接続してください（同時に接続した運用はできません）。
・本プリンタは、ネットワーク共有できません。

・お使いのパソコンがUSBに対応しているかどうかを確認す
る方法については、25ページを参照してください。
・USB1.1に準拠したUSBケーブルを用意してください。
・USBケーブルは本プリンタには添付されていません。お使
いのパソコンに合わせて、別途購入してください。

「プリンタケーブルについて」（135ページ）参照
・Windows 2000/XPのときは、管理者権限でログオンしてくだ
さい。
・Windows 98をお使いの方でUSBハブ経由でプリンタを接続
している場合、USB ハブの異なるポートへ接続し直すとき
は、パソコン本体の電源をいったん切り、再度電源を投入
した後、USBケーブルを接続してください。
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1 プリンタとパソコンの電
源の切断を確認する

電源スイッチが「○」側に倒れ
ている状態です。

2 USBケーブルを接続する
USB ケーブルをプリンタ背面に
あるUSBケーブルコネクタに差
し込みます。
パソコン側の接続は、パソコン
側の取扱説明書を参照してくだ
さい。

3 プリンタの電源を入れる
電源スイッチを「｜」側に倒し
ます。

4 パソコンの電源を入れ、Windowsを起動する
Windows 98をお使いの場合は、35ページに進んでください。
Windows Meをお使いの場合は、39ページに進んでください。
Windows 2000をお使いの場合は、42ページに進んでください。
Windows XPをお使いの場合は、45ページに進んでください。
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プリンタドライバのインストール
（USBによるプラグアンドプレイ：Windows 98）

1 〔新しいハードウェアの
追加ウィザード〕が表示
されたら、〔次へ〕をク
リックする

〔ディスクの挿入〕が表示されたときは、次の操作をしてくだ
さい。
1 添付のCD-ROMをセットし、〔OK〕をクリックします。

2〔ファイルのコピー元〕に「D:¥WIN98」（CD-ROMドライブが
D:の場合）と入力し、〔OK〕をクリックします。
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2 〔使用中のデバイスに最
適なドライバを検索する
（推奨）〕を選択し、〔次
へ〕をクリックする

3 添付のCD-ROM をセット
する

4 〔検索場所の指定〕に「D：
￥WIN98」（CD-ROMドライ
ブがD：の場合）と入力
し、〔次へ〕をクリックす
る

5 「次のデバイス用のドラ
イバファイルを検索しま
す：USB Printing Support」
と表示されていることを
確認し、〔次へ〕をクリッ
クする

6 必要なソフトウェアがイ
ンストールされたことを
確認し、〔完了〕をクリッ
クする

USB ケーブルに接続しているプ
リンタが自動的に検出されま
す。
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7 「次の新しいドライバを
検索しています:
FUJITSU XL-4000」と表
示されていることを確
認し、〔次へ〕をクリッ
クする

8 〔使用中のデバイスに最
適なドライブを検索する
（推奨）〕を選択し、〔次
へ〕をクリックする

9 〔検索場所の指定〕に
チェックを付け、「D：￥
WIN98」（CD-ROMドライブ
がD：の場合）と入力し、
〔次へ〕をクリックする

10「このデバイスに最適な
ドライバをインストール
する準備ができました」
と表示されることを確認
し、〔次へ〕をクリックす
る
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11 プリンタ名を設定し、
〔次へ〕をクリックする

12 プリンタの接続を確認す
るためにテスト印刷を行
うときは「はい」、行わな
い場合は「いいえ」を選
択し、〔完了〕をクリック
する

13 必要なソフトウェアがイ
ンストールされたことを
確認し、〔完了〕をクリッ
クする

14〔スタート〕メニューより「Windowsの終了」を選択し、Windows
を再起動する

インストールが完了します。

以降は必要に応じて各章を参照してください。

プリンタドライバの機能を使っていろいろな印刷を行いたいとき
「第5章　プリンタドライバの設定」（49ページ）参照

インストールやテスト印刷がうまくいかなかったとき
「第8章　困ったときには」（105ページ）参照
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プリンタドライバのインストール
（USBによるプラグアンドプレイ：Windows Me）

1 「次の新しいハードウェ
アが見つかりました：
USB Device」と表示され
ることを確認する

添付のCD-ROM をセットし、〔適
切なドライバを自動的に検索す
る（推奨）〕を選択して、〔次へ〕
をクリックします。

〔ファイルのコピー〕が表示されたときは、次の操作をしま
す。
添付のCD-ROMをセットし、〔ファイルのコピー元〕に「D：￥
WINME」（CD-ROMドライブがD：の場合）と入力し、〔OK〕をク
リックします。

2 「ほかのドライバの選択」
画面が表示されたら、
「場所」が〔D:¥ W I N M E
¥USBPRINME_INF〕（CD-
ROM ドライブが D:の場
合）のドライバを選択
し、〔OK〕をクリックする
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3 必要なソフトウェアがイ
ンストールされたことを
確認し、〔完了〕をクリッ
クする

USB ケーブルに接続しているプ
リンタが自動的に検出されま
す。

4 「次の新しいハードウェ
アが見つかりました：
FUJITSU XL-4000」と表
示されていることを確認
する

〔適切なドライバを自動的に検
索する（推奨）〕を選択し、〔次
へ〕をクリックします。

5 「ほかのドライバの選択」
画面が表示されたら、
「場所」が〔D:¥ W I N M E
¥FJXLDME.INF〕（CD-ROM
ドライブがD：の場合）の
ドライバを選択し、〔OK〕
をクリックする
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6 プリンタ名および通常使
うプリンタにするかどう
かを設定し、〔次へ〕をク
リックする

7 プリンタとの接続を確認
するためにテスト印刷を
行うときは、「はい」、行
わないときは「いいえ」
を選択し、〔完了〕をク
リックする

8 必要なソフトウェアがイ
ンストールされたことを
確認し、〔完了〕をクリッ
クする

9 〔スタート〕メニューより「Windowsの終了」を選択し、Windows
を再起動する

インストールが完了します。

以降は必要に応じて各章を参照してください。

プリンタドライバの機能を使っていろいろな印刷を行いたいとき
「第5章　プリンタドライバの設定」（49ページ）参照

インストールやテスト印刷がうまくいかなかったとき
「第8章　困ったときには」（105ページ）参照
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プリンタドライバのインストール
（USBによるプラグアンドプレイ：Windows 2000）

Windows 2000のときは、管理者権限でログオンしてください。

1 〔新しいハードウェアの
検出ウィザード〕画面が
表示されたら、〔次へ〕を
クリックする

画面が表示されるのに1～2分間
かかることがあります。

2 「次のデバイスをインス
トールします」と表示さ
れていることを確認する

〔デバイスに最適なドライバを
検索する（推奨）〕を選択し、〔次
へ〕をクリックします。

3 〔場所を指定〕を選択し、
〔次へ〕をクリックする
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4 添付のCD-ROM をセット
する

5 〔製造元のファイルのコ
ピー元〕に「D：￥WIN2K」
（CD-ROMドライブがD：の
場合）と入力し、〔OK〕を
クリックする

6 「次のデバイスのドライ
バが検索されました」と
表示されていることを確
認し、〔次へ〕をクリック
する

7 「デジタル署名が見つか
りませんでした」画面
で、〔はい〕をクリックす
る

ファイルのコピーが開始されま
す。
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8 「新しいハードウェアの
検索ウィザードの完了」
画面で〔完了〕をクリッ
クする

9 〔スタート〕メニューより「シャットダウン」を選択し、
Windowsを再起動する

インストールが完了します。

通常使うプリンタに設定する場合には〔スタート〕-〔設定〕-
〔プリンタ〕を選択し、〔FUJITSU XL-4000〕アイコンを右ク
リックし、〔通常使うプリンタに設定〕を選択します。

以降は必要に応じて各章を参照してください。

プリンタドライバの機能を使っていろいろな印刷を行いたいと
き
「第5章　プリンタドライバの設定」（49ページ）参照

インストールやテスト印刷がうまくいかなかったとき
「第8章　困ったときには」（105ページ）参照
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プリンタドライバのインストール
（USBによるプラグアンドプレイ：Windows XP）

Windows XPのときは、管理者権限でログオンしてください。

USBポートにプリンタを接続し、プリンタとパソコンの電源を入れると、
次の画面が表示され、プラグアンドプレイによるUSBドライバのインス
トールが始まります。

以降の手順に従ってプリンタドライバをインストールしてください。

1 「一覧または特定の場所
からインストールする
(詳細)」を選択し、〔次
へ〕をクリックする
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2 添付のCD-ROM をセット
する

3 「次の場所を含める」を
チェックし、「D:¥WINXP」
（CD-ROMドライバがD:の
場合）を入力し、〔次へ〕
をクリックする

4 〔続行〕をクリックする

5 必要なソフトウェアがイ
ンストールされたことを
確認し、〔完了〕をクリッ
クする

6 〔スタート〕メニューか
ら〔シャットダウン〕を
選択し、Windowsを再起
動する

以上でインストールは完了です。



第４章　パソコンとの接続とプリンタドライバのインストール

47

1

2

3

4

5

6

7

8

付

通常使うプリンタに設定する場合には〔スタート〕から〔プ
リンタとFAX〕を選択し、〔FUJITSU XL-4000〕アイコンをダ
ブルクリックし、〔プリンタ〕メニューから〔通常使うプリン
タに設定〕を選択します。

以降は必要に応じて各章を参照してください。

プリンタドライバの機能を使っていろいろな印刷を行いたいと
き
「第5章　プリンタドライバの設定」（49ページ）参照

インストールやテスト印刷がうまくいかなかったとき
「第8章　困ったときには」（105ページ）参照
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第5章
プリンタドライバの設定

この章では、プリンタドライバの設定項目およ
び設定方法について説明します。

設定の手順設定の手順設定の手順設定の手順設定の手順 ........................................................................................................................................................... 5050505050
ダイアログ一覧ダイアログ一覧ダイアログ一覧ダイアログ一覧ダイアログ一覧 ....................................................................................................................................... 5555555555

プリンタドライバが提供するダイアログ...... 55
OSが提供する共通のダイアログ .............. 57

設定項目の詳細設定項目の詳細設定項目の詳細設定項目の詳細設定項目の詳細 ....................................................................................................................................... 5959595959
新しいドライバに置き換えるとき新しいドライバに置き換えるとき新しいドライバに置き換えるとき新しいドライバに置き換えるとき新しいドライバに置き換えるとき
（（（（（プププププリリリリリンンンンンタタタタタドドドドドララララライイイイイバババババののののの削削削削削除除除除除）））））........................................................................... 7575757575



50

第５章　プリンタドライバの設定

設定の手順設定の手順設定の手順設定の手順設定の手順
プリンタドライバでは、用紙サイズ、印刷方向、複数ページ割り付け、
拡大／縮小印刷など、印刷に関する設定を行うことができます。
ここでは、これらを設定する手順について説明します。

アプリケーションからの設定

アプリケーションソフトから印刷を行うときに、用紙サイズや解像度な
ど、印刷に関する設定を行う画面の表示方法と設定手順について説明し
ます。

設定画面の表示方法
設定画面の表示方法は、アプリケーションによって異なります。
ここでは、ワードパッドを例に説明します。

ワードパッドの〔ファイル〕メ
ニューから〔印刷〕を選択する�

「プリンタ名」で印刷
を行うプリンタを選択
し、〔プロパティ〕を
クリックする�

「プリンタの選択」で印刷を行
うプリンタを選択する�
※選択したプリンタによって後
ろのタブが切り替わります。�

Windows 2000/XPのとき�
画面はWindows 2000の�
場合です。�

Windows 95/98/Me/NT4.0のとき�
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設定方法
前ページの操作により、次の画面が表示されます。
設定を変更する手順を以下に示します。

1 設定を変更するダイアロ
グのタブをクリックする

各ダイアログの設定内
容については、「ダイ
アログ一覧」（55 ペー
ジ）参照

2 設定を変更する
〔標準に戻す〕のあるダイアログ
では、このボタンをクリックす
ると、表示中のダイアログの設
定値を初期値に戻します。

3 変更した値を保存または
キャンセルする

〔OK〕........ 設定を保存して
画面を終了

〔適用〕...... 画面を開いたま
ま設定を保存

〔キャンセル〕.. 設定を保存せず
に画面を終了
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装置に関する設定／印刷に関する既定値

OSが提供する設定を行う画面です。
また、用紙サイズや印刷に関する既定値（アプリケーションソフトから
印刷設定を行わない場合に使用する設定値）も設定できます。

Windows NT4.0/2000/XPでは、一般ユーザはこの設定を変
更できません。設定するときは、管理者グループのメン
バーでログオンしてください。

設定画面の表示方法
装置に関する設定、および印刷に関する既定値の設定を行う画面は、次
の手順で表示します。
OSによって選択するメニューが異なりますので、ご注意ください。
※ 1、2の画面はWindows 98の場合です。

1 Windows 95/98/Me/NT4.0/
2000のとき
〔スタート〕から〔設定〕
〔プリンタ〕の順に選択
する

Windows XPのとき
〔スタート〕から〔プリ
ンタとFAX〕を選択する

2 設定を行うプリンタをク
リックする
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3 設定画面を表示する
装置に関する設定、および印刷に関する既定値の設定を行う画面は、OS
によって次のように異なります。

OS 装置に関する設定 印刷に関する既定値の設定
Windows 95/98/Me プリンタのプロパティ プリンタのプロパティ
Windows NT4.0 プリンタのプロパティ ドキュメントの既定値
Windows 2000/XP プリンタのプロパティ 印刷設定

設定を行う項目に合わせて、画面を表示してください。
「プリンタのプロパティ」の表示
※画面はWindows 98の場合です。

〔ファイル〕メニューの〔プロ
パティ〕を選択する
表示される画面は、OSによって
異なります。

「印刷設定」(Windows 2000/XP)/「ドキュメントの既定値」(Windows NT4.0)の表示
※画面はWindows 2000/XPの場合です。

〔ファイル〕メニューから、
Windows NT4.0のときは〔ド
キュメントの既定値〕を、
Windows 2000/XP のときは
〔印刷設定〕を選択する
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設定方法
※画面はWindows 98のプリンタのプロパティです。

1 設定を変更するダイアロ
グのタブをクリックする

各ダイアログの設定内
容については、「ダイ
アログ一覧」（55 ペー
ジ）参照

2 設定を変更する
〔標準に戻す〕ボタンがあるダイ
アログでは、このボタンをク
リックすると、表示中のダイア
ログの設定値を初期値に戻しま
す。

3 変更した値を保存または
キャンセルする

〔OK〕........ 設定を保存して
画面を終了

〔適用〕...... 画面を開いたま
ま設定を保存

〔キャンセル〕..設定を保存せず
に画面を終了
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ダイアログ一覧ダイアログ一覧ダイアログ一覧ダイアログ一覧ダイアログ一覧
プリンタドライバが提供するダイアログ

プリンタドライバの設定を変更するためのダイアログの一覧を示しま
す。

各ダイアログで設定できる機能の詳細については、「設定項目
の詳細」（59ページ）参照

画　面 説　明

〔用紙〕
用紙サイズや種類、印刷の向きなどの用紙に関する設定
や給紙／排紙に関する設定を行います。

「〔用紙〕ダイアログ」（62ページ）参照
「拡大/縮小印刷」（63ページ）参照

〔レイアウト〕
１枚の用紙に対するページの配置を設定します。

「〔レイアウト〕ダイアログ」（64ページ）参
照
「複数ページ割り付け印刷」（64ページ）参照

〔グラフィックス〕
Windows 95/98/Meのとき Windows NT4.0/2000/XPのとき

ディザパターンを設定しま
す。

「〔グラフィックス〕ダイアログ」（66ページ）
参照
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画　面 説　明

〔印刷オプション〕
Windows 95/98/Meのとき Windows NT4.0/2000のとき Windows XPのとき

印刷に関する以下のオプション設定（トナーセーブ、ス
ムージング、プロテクトモード印刷など）を行います。

「〔印刷オプション〕ダイアログ」（67ページ）
参照

〔その他の設定〕
印刷中のプリンタのステータス表示、印刷ログ、メンテ
ナンスに関する設定を行います。

「〔その他の設定〕ダイアログ」（68ページ）
参照

Windows NT4.0/2000/XPの場合に本ダイアログを開くに
は、〔プリンタのプロパティ〕の〔ファイル〕メニューか
ら〔プロパティ〕を選択し、〔その他の設定〕タブをクリッ
クします。
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OSが提供する共通のダイアログ
プリンタのプロパティで表示されるOS提供のダイアログです。
詳細については、Windowsのヘルプ、マニュアル等を参照してください。

画　面 説　明
〔全般〕（Windows 95は〔情報〕）
Windows 98/Meのとき Windows 95のとき

プリンタに関するコメントの
入力やテストページ印刷を行
います。

Windows NT4.0のとき（注１） Windows 2000/XPのとき

〔詳細〕（Windows 95/98/Me）
印刷先のポートに関する設定
を行います。

〔ポート〕（Windows NT4.0） 〔ポート〕（Windows 2000/XP）

注１：本プリンタでは、Windows NT4.0の区切りページ印刷はサポートしていません。
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画　面 説　明

〔スケジュール〕 〔詳細設定〕
Windows NT4.0のとき（注３） Windows 2000/XPのとき（注２）(注３)

プリンタの利用可能時間やス
プールに関する設定を行いま
す。
通常お使いになる際は、この
設定の変更は必要ありませ
ん。

〔セキュリティ〕
Windows NT4.0のとき Windows 2000のとき

プリンタのセキュリティに関
する設定を行います。
通常お使いになる際はこの設
定の変更は必要ありません。
詳細についてはWindows NT4.0
/2000/XPのマニュアル・ヘル
プなどを参照してください。

Windows XPのとき

注２：本プリンタでは、Windows 2000/XPの区切りページ印刷はサポートしていませ
ん。

注３：本プリンタでは「一致しないドキュメントを保留する」設定は無効です。
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設定項目の詳細設定項目の詳細設定項目の詳細設定項目の詳細設定項目の詳細
プリンタドライバで設定できる項目の詳細を、ダイアログごとに説明し
ます。

設定画面では、以下の共通のボタンがあります。

................ このボタンをクリックすると、設定項目の選択
肢が表示されます。

〔標準に戻す〕...... 表示されている各設定を標準の値に戻します。
〔バージョン〕...... プリンタドライバのバージョンを表示します。
〔プリンタ状態表示〕...プリンタの状態を表示します。

設定項目の詳細については、プリンタドライバのヘルプも併
せてご覧ください。ヘルプ機能には以下の2通りの使い方が
あります。
・各画面にある〔ヘルプ〕ボタンをクリックして見る方法
・〔  〕ボタンをクリックしてヘルプを見る場合
ダイアログボックスの右上にある をクリックするとカー
ソルの形が  に変わります。その状態のまま、説明が
必要な項目をクリックするとダイアログ上にポップアップ
ウィンドウが表示されます。

（例）給紙方法についてのヘルプをみる場合

1 クリックする

2 カーソルを持って
きてクリックする
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〔プリンタ状態表示〕をクリックしたときの画面

各ダイアログで〔プリンタ状態表示〕をクリックすると、プリンタの状
態を示す次の画面が表示されます。

ステータスアイコン�

プリンタ状態�プリンタ名�

エラー詳細�

給紙情報／�
印刷枚数�

プリンタ情報�
ビットマップ�

プリンタメモリ�

プリンタモデル名／�
ファームウェアバージョン�

プリンタ名 ............. プリンタにつけた名前（〔全般〕または〔情
報〕ダイアログに表示される名前）を表示し
ます。

プリンタモデル名／ ..... プリンタ本体のモデル名とファームウェア
ファームウェアバージョン のバージョンを表示します。

プリンタメモリ ......... プリンタに搭載されているメモリ容量を表
示します。

プリンタ情報ビットマップ..プリンタモデルや給紙口、状態に応じた
ビットマップを表示します。

ステータスアイコン ..... プリンタの状態をアイコンで表示します。

プリンタ状態 ........... プリンタの状態を文字で表示します。

エラー詳細 ............. プリンタ状態の詳細やトナーの残りが少な
いなどの警告、エラーの対処方法を表示し
ます。

給紙情報／印刷枚数 ..... 給紙カセット情報、総印刷枚数、および電源
投入後の印刷枚数を表示します。

ステータスウィンドウを閉じるには、〔OK〕をクリックします。
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表示されるアイコンの種類と意味は、次のとおりです。
ステータスアイコン

（暗い赤色） （黄色）

正常 エラー カートリッジ トナー少
エラー

紙詰まり ハード カセットエラー 用紙なし
エラー

給紙情報

（黒） （暗い赤色） （暗い赤色） （グレー）

用紙あり 用紙なし カセットエラー 情報未取得
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〔用紙〕ダイアログ

1 用紙サイズ アプリケーションに通知する用紙サイズを選びます。
ユーザー定義サイズを選択すると、任意のサイズの用
紙を指定できます。

2 拡大縮小 出力したい用紙サイズに合わせてデータを拡大／縮小
する場合に指定します。拡大／縮小しない場合は「等
倍」を選びます。

詳細は「拡大／縮小印刷」（63ページ）参照
3 用紙方向 印刷する用紙方向を選択します。
4 用紙種類 印刷に使用する用紙の種類を選択します。
5 部数 一度に印刷する部数を指定します。
6 給紙方法 どの給紙口から印刷するかを選択します。

自動給紙の場合は、指定の用紙の入った給紙口を自動
で探して印刷します。

・用紙サイズまたは拡大縮小を変更した場合は、プリンタ本
体の用紙カセットにある用紙サイズダイヤルを設定した用
紙に合わせてください。
・リーガル、はがき、およびユーザ定義サイズに印刷する場
合、MPカセットの用紙サイズダイヤルは、「ユーザ指定」に
設定します。
・はがきに印刷する場合、通算30枚ごとにクリーニング処理
が行われます。
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拡大／縮小印刷
アプリケーションで作成したデータ（文書）を拡大または縮小して印刷
します。〔用紙〕ダイアログでの設定は、次の点に留意してください。

用紙サイズ ..... 拡大／縮小する前の用紙サイズを指定します。
拡大／縮小 ..... 拡大／縮小した後に、実際に印刷される用紙サイ

ズを指定します。
等倍 ............拡大／縮小印刷を行いません。
○○に拡大縮小 .... 用紙サイズと出力用紙の大き

さから拡大／縮小率を自動的
に設定します。出力する用紙
サイズは○○に固定されます。

拡大縮小の設定を行うと、〔用紙〕ダイアロ
グの左上に用紙サイズと出力用紙サイズの
関係が表示されます（左の図）。

例えば、「B4→A4」と表示されているときは、
B4 の用紙に収まるように作成した文書を、
A4の用紙に収まるように縮小印刷すること
を示します。

プリンタの給紙口に出力用紙として指定し
たサイズの用紙が入っていることを確認し
てから印刷してください。

・アプリケーション側の書式設定などで用紙サイズが指定さ
れているときは、通常、アプリケーション側の設定値が優
先されます。
・実際に出力する用紙サイズを変更せずに、印刷イメージだ
けを50％～150％の範囲で拡大／縮小することができます。

「イメージサイズの調整」（64ページ）参照
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〔レイアウト〕ダイアログ

1 一面あたりのページ数 用紙の一面にどのようにページを配置するか設定
します。

詳細は「複数ページ割り付け印刷」（次項）
参照

2 印刷面 印刷を行うときのとじしろ位置やとじしろ量を設
定します。

3 とじしろ位置 とじしろ位置を設定します。
4 とじしろ量 とじしろ量を1mm単位で指定します。
5 イメージサイズの調整 印刷イメージの拡大／縮小率を50%～ 150% の範

囲で設定します。

複数ページ割り付け印刷(一面あたりのページ数)
一面あたりのページ数を利用すると、用紙の一面に複数のページを配置
して印刷することができます。〔レイアウト〕ダイアログでの設定は、次
の点に留意してください。

ページ数 ......... 1ページ～16ページの中から1枚の用紙に印刷す
るページ数を選択します。

ページ配置 ....... 1枚の用紙に複数ページを配置するときの配置のし
かたを指定します。

ページ枠を付ける . 通常の1ページに相当する部分に枠を付けるかど
うかを設定します。ページ枠を付ける場合は、
チェックします。

白紙ページを印刷する .. 印刷するデータに白紙ページが含まれている場合
に、そのページを印刷するときにチェックします。
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複数ページ割り付け印刷の設定例
データ�

A4×24枚（24ページ）�

出力用紙�

1面あたりの�
ページ数�

A4×6枚（24ページ）�

A4サイズに収まるように作成した24ページのデータを、A4サイズの用
紙1枚に4ページ分ずつ、合計6枚に収まるよう縮小し、左上→右上→
左下→右下の配置で印刷

このようなときは、次の設定をします。

〔レイアウト〕ダイアログの〔一面あたりのページ数の詳細設定〕
ページ数 ............「4ページ」を選択します。
ページ配置 ..........「右下」を選択します。
ページ枠を付ける .... 1ページ分に相当する部分に枠を付ける場合

は、チェックします。
白紙ページを印刷する ...白紙ページが含まれていて、そのページを

ページ数に含めるときにチェックします。
〔用紙〕ダイアログ
用紙サイズ ..........「A4」を選択します。
拡大縮小 ............「等倍」を選択します。

･ユーザ定義サイズの用紙には、複数ページ割り付け印刷で
きません。
・アプリケーションによっては、「複数ページ割り付け印刷」
や「拡大／縮小印刷」を使用して印刷結果を拡大／縮小し
た場合、まれに期待どおりに印刷されないことがあります。
・アプリケーションによっては、独自でページレイアウト機
能を持っている場合があります。このようなアプリケー
ションで印刷するときには、アプリケーションのページレ
イアウト機能か、プリンタドライバの複数ページ割り付け
機能かのどちらかを使用してください。両方の機能を使用
してページレイアウトを行うと、二重にレイアウトされて
しまいます。
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〔グラフィックス〕ダイアログ
Windows 95/98/Meのとき Windows NT4.0/2000/XPのとき

1 ディザ ディザのパターンを選択します。ディザはドットの組
み合わせにより、中間調を表現する一つの手段です。
「細」設定にすると、図形やイメージを精細に表現で
きます。

2 明るさ 全体の明るさを「暗」から「明」の5段階で調節しま
す。

3 写真をきれいに 写真をよりきれいに印刷したい場合にチェックしま
印刷する す。

写真に適した高階調のディザパターンを使用して印刷
します。
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〔印刷オプション〕ダイアログ
Windows 95/98/Meのとき Windows NT4.0/2000のとき

Windows XPのとき

プロテクトモードで プリンタに１ページ分のメモリを確保して印刷す
印刷する るかどうか設定します。

アンダーランエラーが発生する場合にチェックし
ます。

トナーセーブする トナーを節約して印刷したいときにチェックをし
ます。

スムージングする 印刷時にスムージング処理を行いたいときに
チェックします。スムージング処理を行うと文字
や図形のギザギザがなめらかに印刷できます。

印刷イメージを180° プリンタにセットされている用紙の向きを変えず
回転して印刷する に印刷データを逆向きに印刷させたいときに

チェックします。
パソコンのメモリを 印刷処理時にパソコン上のメモリを節約して処理
節約して印刷する を行いたいときにチェックします。
EMFでスプールする 印刷データをEMF(メタファイル)形式でスプールし

たいときにチェックします。EMF形式でスプールす
ると、印刷起動からアプリケーションが再び使用
できるようになるまでの時間が短くなります。
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文字をイメージとして 文字データをイメージとして扱うか選択します。
印刷する 文字をイメージとして扱うと、文字に付けられた

色をグレーの階調で印刷することができます。文
字をイメージとして扱うときは、〔文字をイメージ
として印刷する〕にチェックを付けます。
(Windows 95/98/Meのみの機能)

太字を強調する 太字部分をより強調して印刷したときにチェック
します。(Windows NT4.0/2000のみの機能)

印刷位置の微調整 用紙に対して印刷位置を微調整するときに設定し
ます。
〔印刷位置の微調整〕をクリックしたときの画面を
以下に示します。

横 ... 印刷位置の値をマイナスにすると左方向
に、プラスにすると右方向に移動します。

縦 ... 印刷位置の値をマイナスにすると上方向
に、プラスにすると下方向に移動します。

単位 ..印刷位置の調整量の単位を選択します。

〔その他の設定〕ダイアログ

1 印刷中のステータス 印刷中のプリンタのステータスを表示する方法
表示 を選択します。

ステータス表示の種類については、
「印刷中のステータス表示の種類」(70
ページ)参照

エラー時.....印刷中のステータスをタスクト
ポップアップ レイにアイコン表示し、エラー

時にポップアップ表示します。
ポップアップ ..印刷中のステータスをポップ

アップ表示します。
最小化.......印刷中のステータスをアイコン

表示します。
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2 ステータスを最前面に プリンタのステータスを他のアプリケーション
表示する のウィンドウより前面に表示するときにチェッ

クを付けます。
3 印刷ログを残す パソコンで印刷結果ログを採取する場合に選択

します。
印刷ログを表示する場合は、「印刷ロ
グ機能」(72ページ)参照

4 メンテナンス ステータスシート印刷や印字濃度の調整を行い
ます。

印刷濃度.....5 段階で調節できます。〔適用〕
をクリックすることで濃度を確
定できます。

ステータスシー .. 総印刷枚数、ファーム/エンジ
トを印刷する ンのROM版数が印刷されます。

〔メンテナンス〕を起動するためには、パソコン
とプリンタが接続され、ともに電源が入ってい
る必要があります。
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● 印刷中のステータス表示の種類
印刷中のステータス表示には、次の２つがあります。
どちらの表示も、印刷が終了すると自動的に終了します。

【ポップアップ表示】
画面上にウィンドウで表示します。

〔閉じる〕ボタン�
印刷中のステータス表示を終了す
るときにクリックします。�

〔最小化〕ボタンおよび〔OK〕ボタン�
最小化表示に切り替えるときにクリック
します。�

〔印刷中止〕ボタン�
印刷を中止するときにクリックしま
す。�

※ エラー発生時の再開ページ指定
OSが Windows NT4.0/2000/XPで紙づまりのエラーが発生したときの
み、〔再開ページ指定〕ボタンが有効になります。
再開ページ指定機能を使用できない場合は、〔再開ページ指定〕ボタ
ンはグレーアウトされます。
OSが Windows 95/98/Meの場合は、〔再開ページ指定〕ボタンは表示
されません。
〔再開ページ指定〕ボタンをクリックする前にプリンタのエラーを解
除すると、印刷が自動的に再開されます。再開ページを指定するとき
は、エラーを解除する前に〔再開ページ指定〕ボタンをクリックして
ください。

〔再開ページ指定〕ボタンを�
クリックする�

印刷再開ページの設定を行うこと
により、印刷再開ページの変更を
行います。�
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【最小化表示】
タスクトレイにアイコンで表示します。

�

・ダブルクリックすると、ポップアップ表示に切り替わります。�

[Windows 95/98/Meの画面]

・右クリックすると、次のメニューが表示されます。�

・マウスカーソルを合わせると、�
  簡単なステータスを表示します。�
�

〔元のサイズに戻す〕�
ポップアップ表示に切り替わります。�
〔印刷中止〕�
印刷を中止します。�
〔ステータス表示の終了〕�
表示を終了します。�

アイコン 説 明
印刷中です。

プリンタが次の状態です。
ウォームアップ／クールダウン中、印刷準備中、
印刷待ち、印刷再開準備中、クリーニング動作中

プリンタがエラー状態です。

プリンタのトナーが残り少なくなっているなど、その他
の状態を示します。

再開ページが指定可能なエラーの場合、右クリックメニュー
で再開ページ指定を選択できます。（OS が Windows NT4.0/
2000/XPの場合）
なお、プリントサーバがWindows NT4.0/2000/XPの場合でも、
再開ページ指定機能が使用できないときは、グレーアウトさ
れます。
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● 印刷ログ機能
「印刷ログを残す」がチェック（初期値は残す）されていると、印刷時の
最後の状態が保存され、印刷を行ったユーザが参照することができます。
この機能により、ユーザは印刷が終了してから時間が経過しても、自分の
印刷物がいつ、どこに印刷されたかを確認できます。

・印刷ログには、各メッセージ（ステータス表示、印刷完了
通知）がバイナリファイルとして格納されます。
・パソコン1台につき、印刷ログファイルは1個となります。
（複数のプリンタが設定されている場合は、複数のプリンタ
のログが１ファイルに格納されます。）

【印刷ログビューアの起動】
印刷ログを参照するには、「印刷ログビューア」を起動します。「印刷ロ
グビューア」を起動するときは、〔スタート〕から〔プログラム〕(Windows
XPの場合は〔すべてのプログラム〕)〔Printianavi〕〔Printianavi 印刷
ログビューア〕の順に選択します。

【印刷ログ一覧】
「印刷ログビューア」を起動すると、「印刷ログ一覧」が表示されます。
「印刷ログ一覧」には、現在のコンピュータで行われた印刷のログが表
示されます。

分類 ................... ログの分類を表示します。表示内容は以下
のとおりです。
印刷完了・印刷打ち切り・エラー表示・
警告情報

文書名 ................. 印刷を行った文書名を表示します。
ユーザ名 ............... 印刷を行ったユーザ名を表示します。
印刷枚数 ............... 印刷完了枚数を表示します。ただし、印刷完

了枚数が不確定の場合は空白となります。
プリンタ名 ............. 印刷先のプリンタ名を表示します。
日時 ................... ログが採取された日時を表示します。
印刷要求元 ............. 印刷を行ったコンピュータ名を表示します。
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【印刷ログ情報表示】
印刷ログ一覧に表示されたログごとの詳細を見ることができます。印刷
ログ情報を表示させるには、次の2通りの方法があります。
・印刷ログ一覧で、情報を表示したいログをダブルクリックする
・印刷ログ一覧の〔操作〕メニューから「ログ情報表示」を選択する

※〔  〕をクリックすると、印刷ログ一覧で前後にあるログ
の情報を順次見ることができます。
発生日時 ........ ログが採取された日時を表示します。
プリンタ名 ...... 印刷先のプリンタ名を表示します。
分類 ............ ログの分類を表示します。表示内容は以下

のとおりです。
印刷完了・印刷打ち切り・エラー表示・
警告情報

ユーザ名 ........ 印刷を行ったユーザ名を表示します。
文書名 .......... 印刷を行った文書名を表示します。
印刷完了ページ .. 印刷完了ページ数を表示します。

ページ数の後に「※要確認」が表示されて
いる場合は、実際の印刷完了ページ数と異
なる場合があります。

印刷完了枚数 .... 印刷完了枚数を表示します。
印刷完了ページの後に「※要確認」が表示
されている場合には、実際の印刷完了枚数
と異なる場合があります。

排紙先 .......... 用紙の排出先を表示します。
印刷要求元 ...... 印刷を行ったコンピュータ名を表示します。

印刷ログ情報表示を閉じるには〔OK〕をクリックします。



74

第５章　プリンタドライバの設定

表示されるアイコンの種類と意味は次のとおりです。

ステータスアイコン

印刷完了 警告 印刷打ち切り

用紙交換 用紙なし カートリッジなし

用紙詰まり ハードエラー その他のエラー

【印刷ログビューアの環境設定】
印刷ログ一覧の〔操作〕メニューから「環境設定」を選択すると、印刷
ログビューアの環境設定を行うことができます。

最大ログサイズ ......... ログファイルの最大サイズを示します。
5～32767KB設定できます。初期値は50KBで
す。

ログの名前 ............. ログファイルの格納先とログファイル名を
示します。

・Windows NT4.0の場合、管理者権限でログオンしてくださ
い。
管理者権限以外でログオンした場合はグレーアウトされ、
環境設定できません。
・Windows 2000/XPの場合は、PowerUsersグループ権限のユー
ザでも設定できます。
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新しいドライバに置き換えるとき新しいドライバに置き換えるとき新しいドライバに置き換えるとき新しいドライバに置き換えるとき新しいドライバに置き換えるとき
（（（（（プリンタドライバの削除）プリンタドライバの削除）プリンタドライバの削除）プリンタドライバの削除）プリンタドライバの削除）

他のWindowsで本プリンタを使用していて、プリンタドライバを削除せ
ずにWindowsをアップグレードしたときや、バージョンアップにより、
プリンタドライバを置き換えるときは、古いプリンタドライバを削除し
てから新しいプリンタドライバをインストールします。

Windows NT4.0/2000/XPの場合は、管理者権限でログオンしてください。
※ 画面はWindows 2000の場合です。

1 Windows 95/98/Me/NT4.0/2000のとき：
〔スタート〕から〔設定〕〔プリンタ〕の順に選択し、削除
するプリンタをクリックする
Windows XPのとき：
Windows XPの場合は、〔スタート〕から〔プリンタとFAX〕
を選択し、削除するプリンタをクリックする

2 〔ファイル〕メニューから〔削除〕を選択する

3 〔はい〕をクリックする

通常使うプリンタを削除すると次のメッセージが表示され、
通常使うプリンタを変更または削除しますのでご注意くださ
い。
・「警告：通常使うプリンタは削除されています。‘XXXX’が
新しく通常使うプリンタに設定されます。」（XXXXはプリン
タ名）
・「警告：通常使うプリンタは削除されています。残っている
プリンタはありません。」

4 Windows 95/98/Me/NT4.0のとき：Windowsを再起動する
Windows 2000/XPのとき：手順5～11を行う

Windows 95/98/Me/NT4.0の場合は、Windowsを再起動すればプリンタド
ライバの削除は終了です。新しいドライバをインストールしてくださ
い。
Windows 2000/XPの場合は、引き続き手順5～11の操作を行います。
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5 〔ファイル〕メニューから〔サーバーのプロパティ〕を選択
し、〔ドライバ〕タブをクリックする

以降の画面は、Windows 2000の場合です。

6 「インストールされたプ
リンタドライバ」リスト
から、手順2で削除した
X L プリンタを選択し、
〔削除〕をクリックする

7 〔はい〕をクリックする
ドライバの削除が終わったら
〔閉じる〕をクリックして、〔プ
リントサーバーのプロパティ〕
ダイアログを終了します。

8 Windows 2000のとき：
〔マイコンピュータ〕を
右クリックし、〔プロパ
ティ〕を選択する
Windows XPのとき
〔スタート〕から〔コン
トロールパネル〕〔プリ
ンタとその他のハード
ウェア〕を開き、「関連
項目」から〔システム〕
をクリックする

〔システムのプロパティ〕ダイア
ログが表示されます。
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9 〔ハードウェア〕タブを
クリックし、〔デバイス
マネージャ〕をクリック
する

10 〔表示〕メニューの〔非表
示のデバイスの表示〕を
選択し、〔プリンタ〕に削
除したＸＬプリンタが表
示された場合はアンイン
ストールする

アンインストールするプリンタ
を選択し、右クリックで表示さ
れたメニューで〔削除〕を選択
します。
処理が終わったら〔デバイスマ
ネージャ〕および〔システムの
プロパティ〕ダイアログを終了
します。

プリンタが表示されない場合は、アンインストールの必要は
ありません。

11 Windows 2000/XPを再起動する
古いプリンタドライバを削除したら、Windows 2000/XPを再起動します。
新しいドライバはWindows再起動後にインストールしてください。
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第6章
用紙について

本プリンタで使用できる用紙とその保管のしか
た、および用紙のセットのしかたについて説明
します。

使用できる用紙使用できる用紙使用できる用紙使用できる用紙使用できる用紙 ....................................................................................................................................... 8080808080
使用できない用紙使用できない用紙使用できない用紙使用できない用紙使用できない用紙 ............................................................................................................................. 8282828282
用紙の保管上のご注意用紙の保管上のご注意用紙の保管上のご注意用紙の保管上のご注意用紙の保管上のご注意 ......................................................................................................... 8484848484
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使用できる用紙使用できる用紙使用できる用紙使用できる用紙使用できる用紙
本プリンタで使用できる用紙について、給紙方法、用紙サイズ、および
用紙の種類ごとに説明します。

給紙方法と用紙のサイズ

給紙方法 タイプ サイズ 質量 積載可能枚数
給紙 普通紙 Ａ３タテ

カセット (再生紙) Ｂ４タテ
Ａ４ヨコ 約250枚
Ｂ５ヨコ 64～ 81.4g/m2 (質量 64g/m2の
Ａ５ヨコ 用紙の場合）
レターヨコ

MPカセット 普通紙 100× 148～ 64～ 128g/m2 約 100枚
（再生紙） 297× 420mm (質量64g/m2の

用紙の場合）
官製はがき ハガキタテ 190g/m2 約 30枚
OHPﾌｨﾙﾑ A4ヨコ 64～ 128g/m2 約 30枚
ラベル紙 A4ヨコ 64～ 128g/m2 約 30枚

・用紙を大量にお買い求めになる前に、サンプル用紙でた
めし印刷して、支障がないことを確認することをお勧め
します。
・はがきは、官製はがきを使用してください。あらかじめ
印刷されたはがきや反りのあるはがきを使用すると、走
行不良が発生することがあります。
・リーガル、官製はがき、厚紙（質量81.5g/m2～128g/m2）、
OHPフィルム、ラベル紙、不定形用紙は、給紙カセット
からは印刷できません。MPカセットから印刷してくださ
い。
・リーガル、官製はがき、および不定形用紙に印刷する場
合は、MPカセットの用紙サイズの設定を「ユーザ指定」
に合わせてください。印刷する用紙とプリンタドライ
バで設定した用紙サイズが異なっていると、装置が故障
するおそれがあります。
・はがき、厚紙、ラベル紙に印刷すると、白地の部分がう
すく汚れる傾向があります。ためし印刷で支障がないこ
とを確認してからお使いください。

普通紙
本プリンタでは、PPC用紙および普通紙を使用することができます。し
かし、一般の市販品には本プリンタに適さないものもあります。できる
だけサプライ用紙をご使用ください。サプライ用紙の詳細は、「サプラ
イ用品の一覧」（86ページ）を参照してください。
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官製はがき
はがきが反っているときは上向きに約2mm以内の反りになるように修正
してから印刷してください。

反�
り�
を�
除�
く�

はがきをセットするときは、次の点に留意してください。
・印刷面を上にしてセットしてください。
・MPカセットに縦長方向にセットしてください。
・MPカセットの用紙サイズダイヤルは、「ユーザ指定」に設定してくだ
さい。

・ご使用になるアプリケーションソフトの設定内容と印刷方向に合わせ
て官製はがきをセットしてください。試し印刷で方向を確認されるこ
とをお勧めします。
・はがきに印刷すると、白地の部分が薄く汚れる傾向があります。
・両面に印刷すると、全体的に黒く汚れます。

ＯＨＰフィルム
定着時の熱（約190℃）で溶けたり、変質したりしないものをご使用く
ださい。

ラベル紙
ツルツルした台紙面が表面になく、台紙全体がラベルで覆われている
レーザプリンタ用のものをご使用ください。また、粘着剤が定着時の熱
（約190℃）で溶けたり変質したりしないものをご使用ください。

OHPフィルムやラベル紙をご使用になるときは、レーザプ
リンタ用のものをお買い求めください。市販のものの中に
は本プリンタに適さないものがありますので、ためし印刷
などで確認したうえでご使用ください。
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使用できない用紙使用できない用紙使用できない用紙使用できない用紙使用できない用紙
以下の用紙は本プリンタでは使用できません。

本プリンタで使用できない用紙

以下に挙げる用紙は、紙づまりを起こしたり、プリンタ本体の故障の原
因となったり、またはきれいに印刷できなかったりしますので、使用し
ないでください。

・厚すぎる用紙や、薄すぎる用紙
・湿っている用紙や、濡れている用紙
・一度印刷された用紙
・貼り合わせた用紙や、糊などがついている用紙
・反り、しわ、折り目のある用紙や、破れている用紙
・カールしている用紙
・静電気で密着している用紙
・長方形以外の用紙や、バインダー用の穴またはミシン目のある用紙
・表面を加工、または特殊なコーティングをおこなった用紙（感熱紙、
カーボン紙など）
・オフセット印刷用の用紙や酸性紙（中性紙をご使用ください)
・インクに導電材料（金属、カーボンなど）を使用したり、190℃の熱で
ガスが発生するインクを使用したプレプリント用紙
・190℃の熱で溶けたり、変質する用紙
・ホチキス、クリップ、リボン、テープなどが付いている用紙
・ざら紙や繊維質の多い用紙など、表面がなめらかでない用紙
・裁断部のバリが大きい用紙
・紙粉の多い用紙
・カラーページプリンタ用のOHPフィルム
・台紙全体がラベルで覆われてなく、かつレーザプリンタ用以外のラベ
ル用紙

×使用できません� ○使用できます�

つるつるした台紙面� 全面ラベル紙�
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給紙カセットで使用できない用紙

以下の用紙は給紙カセットでは使用できません。

官製はがき、厚紙（質量81.5g/m2～128g/m2）、OHPフィルム、ラベル
紙、不定形用紙

リーガル、官製はがき、および不定形用紙に印刷する場合
は、MP カセットの用紙サイズダイヤルの設定を「ユーザ指
定」に合わせてください。印刷する用紙とプリンタドライ
バで設定した用紙サイズが異なっていると、装置が故障す
るおそれがあります。
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用紙の保管上のご注意用紙の保管上のご注意用紙の保管上のご注意用紙の保管上のご注意用紙の保管上のご注意
用紙は水分を吸収しやすい特性を持っているため、非常に変化しやすい
ものです。製造条件を厳重に管理して製造した用紙でも、保管状態が悪
いと品質が損なわれ、印刷品質や紙送りなどに悪い影響を与えます。以
下に示す保管上の注意事項を守り、最良の状態に保ってください。

用紙は次のような場所に保管してください。
・暗く、湿気の少ない平らな書棚の中のような場所
・平らなパレットの上
・温度20℃、湿度50%RHの環境

次のような場所は避けてください。
・床の上に直接置く
・直射日光の当たる場所
・外壁の内側の近く
・段差や、曲がりのある場所
・静電気が発生するところ
・過度の温度上昇と、急激な温度変化のあるところ
・複写機、空調機、ヒータ、ダクトのそば

次のような状態で保管してください。
・開封後の残りの用紙は、ほこりが付かないよう、包装してあった紙に
包む
・長期間プリンタを使用しないときは、給紙カセットやMPカセットから
用紙を抜き取り、包装してあった紙に包む

長期間放置した用紙を使用した場合、うまく印刷できないこ
とがあります。



第７章
日常のメンテナンス

この章では、プリンタを使用するうえで日常的
に必要となる操作について説明します。

サプライ用品の一覧サプライ用品の一覧サプライ用品の一覧サプライ用品の一覧サプライ用品の一覧 ................................................................................................................... 8686868686
プロセスカートリッジの交換と使用上の注意事項プロセスカートリッジの交換と使用上の注意事項プロセスカートリッジの交換と使用上の注意事項プロセスカートリッジの交換と使用上の注意事項プロセスカートリッジの交換と使用上の注意事項 .................... 8787878787

プロセスカートリッジの交換 ................ 87
プロセスカートリッジの取り扱いと保管...... 92

プリンタの清掃プリンタの清掃プリンタの清掃プリンタの清掃プリンタの清掃 ....................................................................................................................................... 9393939393
リブプレートの清掃 ........................ 94
プリンタ外部の清掃 ........................ 97
プリンタ内部の清掃 ........................ 98
感光体（ドラム）のクリーニング ............ 98

プリンタを長期間使用しないときプリンタを長期間使用しないときプリンタを長期間使用しないときプリンタを長期間使用しないときプリンタを長期間使用しないとき ....................................................... 9999999999
プリンタを移動するときプリンタを移動するときプリンタを移動するときプリンタを移動するときプリンタを移動するとき .......................................................................................... 100100100100100

近くに移動する ........................... 100
梱包して運搬する ......................... 104
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サプライ用品の一覧サプライ用品の一覧サプライ用品の一覧サプライ用品の一覧サプライ用品の一覧
サプライ用品の商品番号を以下に示します。

これらの品物については、本プリンタをお買い求めの販売店へご相談く
ださい。

PPC用紙および普通紙を使用することができますが、より良い印刷品質
が得られるよう、下記の推奨用紙のご使用をお勧めします。

商　品　名 商品番号 備　考
普通紙推奨用紙 Ａ３サイズ 0411650 500枚×３冊で１ケース

Ｂ４サイズ 0411620
Ａ４サイズ(Ｙ) 0411612 500枚×５冊で１ケース
Ｂ５サイズ(Ｙ) 0411645
Ａ５サイズ(Ｙ) 0411635

プロセスカートリッジ　LB312A 0886110 A4 用紙で有効画像面積に対して画像面積比
率が5%以下のときに、印刷寿命は約5,000枚
です（印刷の内容により、多少の差がありま
す）。

LB312 給紙カセット 0886320 A3～ A5サイズで250枚
(A3ユニバーサル) 本体の給紙カセットと同一です。

LB312 給紙カセット（MP） 0886310 A3～ A5、不定形、官製はがきで100枚
本体のMPカセットと同一です。

レーザプリンタ置台 0530580 デスクサイド専用置台
外形寸法 600(W)× 610(D)× 440(H)mm
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プロセスカートリッジの交換と使用上の注意事項プロセスカートリッジの交換と使用上の注意事項プロセスカートリッジの交換と使用上の注意事項プロセスカートリッジの交換と使用上の注意事項プロセスカートリッジの交換と使用上の注意事項
プロセスカートリッジの交換のしかたと使用するときの注意事項につい
て説明します。

プロセスカートリッジの交換
ステータス表示に「トナーが残り少なくなりました」と表示された場合
は、プロセスカートリッジの交換時期です。新しいプロセスカートリッ
ジに交換してください。

プロセスカートリッジ交換の目安は、5％の印刷密度（1ページの印刷可
能領域でトナーのついている面積の割合）の場合、A4サイズの用紙で約
5,000枚です。

警告 破  裂プロセスカートリッジを火中に投入しないでください。
火中に投入すると、トナー粉がはねて、やけどの原因と
なります。
使用済みのプロセスカートリッジは、無償回収サービス
をご利用ください。（「使用済みプロセスカートリッジの
回収サービス」（91ページ））

誤  飲・トナーは目や口に入らないように注意してください。
プロセスカートリッジの交換時などにトナーが手に付
いた場合は、速やかに洗い落としてください。
万一、飲み込んだ場合は、直ちに医師と相談してくだ
さい。
・プロセスカートリッジを保管する場合は、小さなお子
さまがトナーを誤って飲むことがないように、小さな
お子さまの手の届かないところに置いてください。
万一、飲み込んだ場合は、直ちに医師と相談してくだ
さい。

け  がトップカバーを開くとき、カバーとプリンタ本体に手を
挟まないように注意してください。ケガをすることがあ
ります。
トップカバーが開いているときに、トップカバーに手を
触れると、閉じる方向に自然落下することがあります。
手を挟んでケガをする原因となりますので、トップカ
バーには触れないようにしてください。
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注意 やけど プリンタを使用した直後は定着器が非常に熱くなってい
ます。「高温注意」ラベルが貼ってある箇所（定着器や
その周辺）には、絶対に触れないでください。やけどの
原因となることがあります。

・プロセスカートリッジは、光に対して非常に敏感です。
トナーを均一にするときや交換に際しては、次の点に注
意してください。
・直射日光や強い光（約1500ルクス以上）に当てないで
ください。通常の室内の明かりの下でも５分以上は放
置しないでください。
・ドラム保護シャッターは絶対に開けないでください。
・感光体（ドラム）表面には絶対に手を触れないでくださ
い。
・立てたり、裏返しにして置かないでください。
・トナーは人体に無害ですが、手や衣服についたときには
すぐに洗ってください。
・常に、予備のプロセスカートリッジを用意しておいてく
ださい。
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・プロセスカートリッジの保管期限は約２年間です。お買い
上げ後は２年以内にご使用ください。
・プロセスカートリッジ内のトナーが片寄っていると、プロ
セスカートリッジの交換を促すメッセージがパソコンに表
示されることがあります。
交換の前にプロセスカートリッジを矢印のようにかるく10
回振り、トナーの状態を均一にして、再度印刷してくださ
い。

・プロセスカートリッジの交換を促すメッセージが表示され
ない場合でも、次のようなときはプロセスカートリッジの
交換が必要です。
・縦のカスレや部分的なカスレがある場合
プロセスカートリッジを上記のように取り出して振り、内
部トナーの状態を均一にして印刷してみても、改善されな
いとき
・不鮮明な印刷状態が発生した場合
適切な用紙に変えて印刷しても改善されないとき
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次の手順にしたがって、プロセスカートリッジを取り外します。

プリンタ内部の部品には手を触れないでください。

1 プリンタの電源を切る
電源スイッチを「○」側に倒し
ます。

2 フロントカバーを開く
左右のフロントカバー開閉レ
バーをつまみながらフロントカ
バーを手前に引き、ゆっくりと
開きます。

3 トップカバーを開く
トップカバーの左右を持ち、
ゆっくりと開きます。
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4 左右の取っ手を持ち、使
い終わったプロセスカー
トリッジを引き出す

プロセスカートリッジを手前に
スライドさせて取り出します。

・トナーで床を汚さないよう、取り出したプロセスカート
リッジを置く場所には、あらかじめ紙などを敷いておいて
ください。
・使用済みのプロセスカートリッジを処分するときは、弊社
の回収サービスをご利用ください。

「プロセスカートリッジの取り付け」（10ページ）にしたがって、新しい
プロセスカートリッジを取り付けます。

使用済みプロセスカートリッジの回収サービス

富士通株式会社では、地球環境への配慮から使用済みプロセスカート
リッジを無償で回収しております。
下記の『エコ受付センター』までご連絡をいただければ、回収便にて引
き取りにうかがいます。お客様のご理解とご協力をお願いいたします。

『エコ受付センター』
フリーダイヤル：0120-30-0693
平日 8:40～ 12:00および13:00～ 17:30
（土曜・日曜・祝日・年末年始を除く）
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プロセスカートリッジの取り扱いと保管

プロセスカートリッジを取り扱うときや保管するときの注意事項につい
て説明します。

取り扱い上のご注意
プロセスカートリッジを取り扱うときは、次の点にご注意ください。
・直射日光や強い光(約1500ルクス以上)に当てないでください。
・室内の明かりの下でも、プロセスカートリッジを５分以上放置しない
でください。
・プロセスカートリッジをプリンタから外した場合は、強い光に当てな
いよう梱包されていた袋に入れるか、厚い布などに包んでください。
・寒いところから暖かいところに移動した場合は、１時間以上室温に慣
らしてから使用してください。
・立てたり、裏返しにして置かないでください。
・トナーは人体に無害ですが、手や衣服についたときはすぐに洗ってく
ださい。
・トナーシールを引き抜いた後は、プロセスカートリッジを強く振った
り、衝撃を与えないでください。トナーがこぼれることがあります。
・ドラムシャッターにより、プロセスカートリッジ内の感光体（ドラム）
が光にあたらないように保護されています。ドラムシャッターは絶対
に開けないでください。
・感光体（ドラム）表面には絶対に手を触れないでください。

保管上のご注意
プロセスカートリッジを保管するときは、次の点にご注意ください。
・使用するまでは開封しないでください。万一、開封してしまった場合
は、梱包されていたアルミ袋に入れ、保管してください。
・直射日光をさけ、以下の環境で保管してください。
　　温度範囲  ０～35℃、　湿度範囲  15～ 80％RH

（ただし、結露のないこと）
・高温多湿になる場所には置かないでください。
・立てたり、裏返しにして置かないでください。
・CRT画面、ディスクドライブ、フロッピーディスクなど、磁気を帯び
たものの近くに置かないでください。
・幼児の手の届かないところに保管してください。
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プリンタの清掃プリンタの清掃プリンタの清掃プリンタの清掃プリンタの清掃
プリンタを良好な状態に保ち、いつもきれいな印刷ができるように、約
１か月に１回、プリンタ本体周辺を清掃してください。また、プロセス
カートリッジの交換時や紙づまりの処置時には、プリンタ内部を点検し
てください。

注意 やけど プリンタの清掃を行う場合は、電源スイッチを切り、必
ず電源プラグをコンセントから抜いてください。

感  電 電源スイッチを切らずにプリンタの清掃を行うと、やけ
どや感電の原因となることがあります。

清掃に際しては、以下の点に注意してください。
・プリンタを使用した直後は、プリンタ内部が非常に熱く
なっています。10分位たって内部の温度が下がってから
作業してください。
・水または中性洗剤以外は、絶対に使用しないでくださ
い。ベンジン、シンナーなど揮発性のものを使用する
と、カバーの変色や変形の恐れがあります。
・油をさす必要はありません。注油はしないでください。
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リブプレートの清掃

次のような場合は、リブプレートを清掃します。
・印刷がかすれる
・白いスジが入る
・文字や黒い部分の輪郭がにじむ

2. 電源コードを�
コンセントから
抜く�

3. 電源コードを�
外す�

1. 電源スイッチを
「○｣側に倒す�

1 プリンタの電源を切
り、電源コードを抜く

電源スイッチを「○」側に倒し、
コンセントと電源コネクタから
電源コードを抜きます。

2 フロントカバーを開く
左右のフロントカバー開閉レ
バーを押しながらフロントカ
バーを手前に引き、ゆっくりと
開く
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3 トップカバーを開く
トップカバーの左右を持ち、
ゆっくりと開く

転写ローラ�
除電針�

リブプレート�

4 リブプレートの汚れを乾
いた柔らかい布で拭き取
る

転写ローラおよび除電針には触
らないでください。

2.フロントカバーを閉じる�

1.トップカバーを閉じる� 5 トップカバーとフロント
カバーをゆっくりと閉じ
る

トップカバーをゆっくり閉じて
から、ゆっくりとフロントカ
バーを押し上げて、カチッと音
がするまで閉じます。
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2. 電源コードを
コンセントに差
し込む�

1. 電源コードを
差し込む�

3. 電源スイッチを
「|｣側に倒す�

6 電源コードを差し込み、
電源を入れる

プリンタ背面の電源コネクタに
電源コードのプラグを差し込
み、もう一方をコンセントに差
し込みます。
電源スイッチを「｜」側に倒し
ます。
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プリンタ外部の清掃

2. 電源コードを�
コンセントから
抜く�

3. 電源コードを�
外す�

1. 電源スイッチを
「○｣側に倒す�

1 プリンタの電源を切り、
電源コードを抜く

電源スイッチを「○」側に倒し、
コンセントと電源コネクタから
電源コードを抜きます。

2 水またはうすめた中性洗
剤を含ませて固くしぼっ
た布で拭く

3 乾いた布で拭く

2. 電源コードを
コンセントに差
し込む�

1. 電源コードを
差し込む�

3. 電源スイッチを
「|｣側に倒す�

4 電源コードを差し込み、
電源を入れる

プリンタ背面の電源コネクタに
電源コードのプラグを差し込
み、もう一方をコンセントに差
し込みます。
電源スイッチを「｜」側に倒し
ます。
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プリンタ内部の清掃

紙づまりの処置や、プロセスカートリッジ交換のあと、上部カバーを閉
じる前に、内部を点検してください。
・紙片が残っていれば取り除きます。
・ほこり、汚れ、こぼれたトナーは、乾いた清潔な柔らかい布で拭き取
ります。

感光体（ドラム）のクリーニング

次のような場合は、感光体（ドラム）をクリーニングします。
・はがきを印刷した後に普通紙に印刷すると、うす暗いスジが入る
・印刷結果に黒いスジや、うす暗いスジが入る

MPカセット�

1 MPカセットを抜く

2 プリンタの電源をいったん切り、再投入する
プリンタのモータが回転し、クリーニングが開始されます。クリーニン
グは1分程度で終わり、印刷可能な状態になります。
線が消えない場合は、ドラムクリーニングを5～6回、繰り返してくだ
さい。それでも改善されないときは、ハードウェア修理相談センター
（137ページ参照）にご連絡ください。
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プリンタを長期間使用しないときプリンタを長期間使用しないときプリンタを長期間使用しないときプリンタを長期間使用しないときプリンタを長期間使用しないとき
１週間以上プリンタを使用しないときは、電源スイッチを切り、電源コ
ネクタとコンセントから電源コードを抜いておきます。また、用紙をMP
カセットや給紙カセットから取り出し、湿気やほこりの少ない場所に保
管します。

2. 電源コードを�
コンセントから
抜く�

3. 電源コードを�
外す�

1. 電源スイッチを
「○｣側に倒す�

1 プリンタの電源を切り、
電源コードとプリンタ
ケーブルを抜く

電源スイッチを「○」側に倒し、
コンセントと電源コネクタから
電源コードを抜きます。
プリンタケーブルも抜きます。

（給紙カセット） 2 給紙カセット、MPカセッ
トから用紙を取り出し、
湿気やホコリのない場所
に保管する

（MPカセット）

用紙の保管については、「第6章  用紙について」（79ぺージ）
参照
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プリンタを移動するときプリンタを移動するときプリンタを移動するときプリンタを移動するときプリンタを移動するとき
プリンタを運搬したり、移動したりするときには、次の点に注意してく
ださい。

注意 け が プリンタは、消耗品や用紙が入っていない状態で約15kg
あります。プリンタを持ち上げるときは、プリンタ正面
（LEDランプ側）および背面に向かい、左右両側のくぼみ
を両手でしっかりと持ってください。くぼみ以外を持っ
て持ち上げることは絶対にしないでください。必要に応
じて2人で持ち運んでください。
落下によりけがの原因となることがあります。

近くに移動する
プリンタを設置していた机を変えたり、隣の部屋に移動させたりする場
合は、以下の手順に従ってください。

2. 電源コードを�
コンセントから
抜く�

3. 電源コードを�
外す�

1. 電源スイッチを
「○｣側に倒す�

1 プリンタの電源を切り、
電源コードとプリンタ
ケーブルを抜く

電源スイッチを「○」側に倒し、
コンセントと電源コネクタから
電源コードを抜きます。
プリンタケーブルも抜きます。
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2 フロントカバーを開く
左右のフロントカバー開閉レ
バーを押しながらフロントカ
バーを手前に引き、ゆっくりと
開きます。

3 トップカバーを開く
トップカバーの左右を持ち、
ゆっくりと開きます。

4 左右の取っ手を持ち、プ
ロセスカートリッジを引
き出す

プロセスカートリッジを手前に
スライドさせて取り出します。

トナーで床を汚さないよう、取り
出したプロセスカートリッジを置
く場所には、あらかじめ紙などを
敷いておいてください。

5 トップカバーをゆっくり
と閉じる
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6 フロントカバーをゆっく
りと閉じる

カチッと音がするまでゆっくり
とフロントカバーを押し上げ、
確実に閉まったことを確認して
ください。

（給紙カセット） 7 給紙カセット、MPカセッ
トから用紙を取り出し、
湿気やホコリのない場所
に保管する

（MPカセット）

用紙の保管については、「第6章
用紙について」（79 ぺージ）参
照
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8 プリンタを移動する
プリンタを持ち、静かに移動し
ます。
必要に応じて2人で持ち運んで
ください。

9 適切な場所に、プリンタ
を設置し直す

設置し直すときの手順について
は「設置手順」（10ページ）参照
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梱包して運搬する

プリンタを運搬するときは、取り付けてある付属品などを外し、もう一
度梱包する必要があります。以下の手順に従ってください。

1 付属品を取り外す
「近くに移動する」の手順1～4（100ページ）に従って、付属品を取り
外します。

2 梱包し直す
下図のように梱包して、運搬してください。
精密機械ですから、運搬するときは以下の点に注意して、ていねいに取
り扱ってください。また、「プロセスカートリッジの取り扱いと保管」
（92ページ）も合わせて参照してください。
・梱包時は、製品購入時に使用していた梱包材で梱包してください。
・プロセスカートリッジは必ずプリンタから取り出してください。取り
出したプロセスカートリッジはビニール袋等に入れて運搬してくださ
い。

プリンタ本体�

固定材�

固定材�

電源コード

プロセスカートリッジ�
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紙づまりになったとき紙づまりになったとき紙づまりになったとき紙づまりになったとき紙づまりになったとき
紙づまりが発生すると、エラーランプ（アンバー）が点灯または点滅し
ます。つまった用紙をすべて取り除いてトップカバーとフロントカバー
を閉じると、紙づまりが発生したページから印刷が再開されます。

紙づまりの発生箇所

プリンタ内部�

MPカセット、�
  給紙カセット部�

トップカバー�

フロントカバー�

・つまった用紙を取り除いてトップカバーとフロントカ
バーを閉じてもエラーランプが点灯または点滅したまま
のときは、用紙がまだ残っています。再度点検して、つ
まった用紙を完全に取り除いてください。
・紙づまりが発生したら、必ず一度、トップカバーとフロ
ントカバーを開閉してください。
・用紙は破れないようゆっくりと取り除いてください。
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注意 け が つまった用紙を取り除いたり故障処置を行ったりする
ときは、次の点に注意してください。
・ネックレスやネクタイなどがプリンタ内部に巻き込ま
れないように注意してください。ケガの原因となるこ
とがあります。
・プリンタの鋭利部や突起部分などに触れないように注
意してください。ケガの原因となることがあります。

火 災 つまった用紙を取り除くときは、プリンタ内部に紙片が
残らないようすべて取り除いてください。紙片が残った
ままになっていると火災などの原因となることがありま
す。
なお、定着器やローラ部に用紙が巻き付いているときに
は無理に取らないで、直ちに電源を切り、ハードウェア
修理相談センター（137ページ参照）にご連絡ください。

紙づまりを防ぐために

紙づまりを防ぐために、以下のことにご注意ください。

・プリンタを水平に設置する
・適切な用紙を使用する
・給紙カセットやMPカセットに用紙を正しくセットする
・カールしていない用紙を使用する
・給紙カセットを奥に突きあたるまで押し込む
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紙づまりの取り除きかた

つまった用紙の取り除きかたを、用紙のつまった場所ごとに説明しま
す。

プリンタ内部でつまったとき

プリンタ内部でつまった用紙は、次の手順に従って取り除いてくださ
い。

1 フロントカバーを開く
プリンタの電源を入れたまま、
左右のフロントカバー開閉レ
バーをつまみながら、フロント
カバーを手前に引き、ゆっくり
と開きます。

2 トップカバーを開く
トップカバーの左右を持ち、
ゆっくりと開きます。

つまった用紙が見えているときは手順3、プリンタ内部でつまったとき
は手順4に進みます。
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3 つまった用紙が見えているときは、用紙の見えかたに応じ
て、用紙を引き抜く（プリンタ内部でつまったときは、手順
4に進む)

【用紙先端が給紙カセットから出ている場合】

つまむ�

つまった用紙の左右の先端をつ
まんで、ゆっくりと上方向に引
き抜きます｡

手順7に進みます。

【用紙が装置にはさまれて、後端が用紙カセットから出ている場合】

つまむ� つまった用紙の左右の先端をつ
まみ、ゆっくりと排紙トレイ側
（後ろ方向）に引き抜きます｡

手順7に進みます。
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【用紙が装置にはさまれて、後端が用紙カセットから出ていない場合】

つまむ�

① 用紙の左右中程をつまみ、上
方向に引き、用紙後半を給紙
カセットから引き出します。

つまむ�
② 用紙の左右の先端をつまみ、
ゆっくりと排紙トレイ側（後
ろ方向）に引き抜きます。

手順7に進みます。

注意 やけど プリンタを使用した直後は定着器が非常に熱くなって
います。「高温注意」ラベルが貼ってある箇所（定着器
やその周辺）には、絶対に触れないでください。やけど
の原因となることがあります。

感光ドラムの表面には、絶対に触れないようにしてくださ
い。
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4 つまった用紙が見えない
ときは、給紙カセット、
MPカセットを取り外す

つまむ�

5 つまった用紙の両端をつ
まんで、ゆっくりと下方
向に引き抜く

6 給紙カセット、MPカセッ
トをセットする

取り外した給紙カセット、MPカ
セットをセットします。

2.フロントカバーを閉じる�

1.トップカバーを閉じる� 7 トップカバーとフロント
カバーをゆっくりと閉じ
る

トップカバーをゆっくり閉じて
から、フロントカバーをゆっく
り押し上げて、カチッと音がす
るまで閉じます。
つまった用紙が取り除かれてい
れば、エラーランプが消灯し、
自動的に印刷が再開されます。
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給紙カセット、MPカセットでつまったとき

給紙カセットまたはMPカセットでつまった用紙は、次の手順に従って取
り除いてください。

1 紙づまりが発生したとき
に使用していたカセット
を取り出す

つまむ�

2 つまった用紙の両端をつ
まんで、ゆっくりと引き
出す

3 手順１で取り外したカ
セットをセットする
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用紙送りが異常なとき用紙送りが異常なとき用紙送りが異常なとき用紙送りが異常なとき用紙送りが異常なとき
紙づまりが頻繁に起きたり、複数の用紙が吸入されたりする場合は、次
の各項目を確認してください。

現象 原因 処置
紙づまりが頻繁に発生 用紙に湿気が含まれてい 適切な温度、湿度で平らに保管した用
する。 る。 紙を使用してください。

「用紙の保管上のご注意」
（84ページ）

用紙に折り目やしわがあ 折り目がなく、適切な温度、湿度で平
る。 らに保管した用紙を使用してくださ

い。
「用紙の保管上のご注意」
（84ページ）

一度印刷した用紙を使用 両面印刷はできません。新しい用紙を
している。 使用してください。

「用紙のセット」（18ページ）
用紙を1枚だけセットし 用紙を数枚セットしてください。
ている。 「用紙のセット」（18ページ）
給紙カセット、MPカセ 正しい枚数の用紙をセットし直してく
ットにセットしている用 ださい。
紙の枚数が多すぎる。 「用紙のセット」（18ページ）
用紙が厚すぎる、または プリンタに合った用紙を使用してく
薄すぎる。 ださい。

プリンタドライバの用紙の種類の設定
が適切か確認してください。

「用紙について」（79ページ）
用紙が静電気を帯びてい 適切な温度、湿度で保管した用紙を
る。 使用してください。

「使用できない用紙」
（82ページ）

用紙がまっすぐにセット 用紙を正しくセットし直してくださ
されていない。 い。

「用紙のセット」（18ページ）
用紙が入ったまま用紙を 先に入っている用紙を取り出し、揃
追加している。 えてから再度セットしてください。

「用紙のセット」（18ページ）
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現象 原因 処置
極端に用紙がまるまっ 用紙が湿気を含んでい 適切な温度、湿度で平らに保管した用
てしまう。 る。 紙を使用してください。

「使用できない用紙」
（82ページ）

ハガキに印刷すると プリンタの構造上、厚い プリンタの実力です。ご了承くださ
カールが発生する。 用紙に印刷するとカール い。

が発生する。 カールした用紙やはがきは、平らな
場所に置いておもりを載せてまっす
ぐにしてください。

「使用できる用紙」
（80ページ）

ハガキに縦折れ線が出 ハガキが湿気を含んでい 適切な温度、湿度で平らに保管したは
ることがある。 る。 がきを使用してください。

「用紙保管上のご注意」
（84ページ）

複数の用紙が一緒に引 セットする用紙の枚数が 正しい枚数の用紙をセットし直して
き込まれる。 多すぎる。 ください。

「用紙のセット」（18ページ）
用紙どうしがくっつく。 用紙をよくさばいてください。

ラベル紙の場合は、1枚ずつセット
して印刷してください。

「用紙のセット」（18ページ）
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故障かなと思ったとき故障かなと思ったとき故障かなと思ったとき故障かなと思ったとき故障かなと思ったとき
故障かなと思っても、故障ではないことがあります。
そんなとき、次の各項目を読んで確認してください。

こんなとき よくある例 ここをお調べください
電源が投入できない ・電源コードの抜け ・電源コードを確実に差し込み、電源が

・停電 投入（｜側）されていることを確認し
電源を投入してもす ・コンセントに問題あり てください。
ぐに切れる ・電圧が違う ・電源コードが給紙／MPカセットにひっ

かからないようにしてください。
・ほかの電気製品が動作することを確認
してください。
・コンセントの電圧を調べてください。

「安全上のご注意」（iiページ）
「電源コードの接続」(14ページ）
「電源を入れる」(14ページ)

印刷しない ・プリンタの電源未投入 ・プリンタケーブルが外れていないか確
・プリンタケーブルが抜 認してください。
けている ・「印刷可」ランプが点灯していること
・オンライン状態でない を確認してください。

「パソコンとの接続方法」(24ペー
ジ)
「電源を入れる」(14ページ）

異常音がする ・プリンタ内部に用紙く ・プリンタ内部を点検してください。
ずやクリップなどの異 ・給紙カセット、MP カセットを完全に
物がある 装着してください。
・給紙カセットの装着が ・プロセスカートリッジを装着し直して
不完全 ください。
・プロセスカートリッジ 「用紙のセット」（18ページ）
の装着が不完全 「プロセスカートリッジの交換」

（87ページ）
「紙づまりになったとき」（106
ページ）

用紙が傾く、外れる、・用紙が正しくセットさ ・それぞれの状態をよく確認し、適切な
破れる、つまる れていない 処置を取ってください。

・用紙が適切でない 「安全上のご注意」（iiページ）
・プリンタが水平でない 「用紙について」（79ページ）



116

第８章　困ったときには

こんなとき よくある例 ここをお調べください
紙づまりが発生した ・用紙がくっつきやすい ・それぞれの状態をよく確認し、適切な

・用紙が正しくセットさ 処置をとってください。
れていない ・用紙のセット方向を確認してくださ
・用紙が適切でない い。
・プリンタが水平でない ・A4、B5、A5、レターサイズの用紙
・フロントカバーが半開 は、横長にセットしてください。
きになっている ・A3、B4、リーガルサイズの用紙

は、縦長にセットしてください。
「安全上のご注意」（iiページ）
「用紙について」（79ページ）
「紙づまりになったとき」
（106ページ）
「用紙送りが異常なとき」
（113ページ）

給紙カセット、 ・印刷中に電源を切断し ・電源を切断（○側）して、数秒経過後
MPカセットの出し た に投入（｜側）してください。
入れができない ・紙づまりが発生してい ・それぞれの状態をよく確認し、適切な

る 処置を取ってください。
「電源を入れる」(14ページ）
「紙づまりになったとき」
（106ページ）

給紙カセット、MP 用紙の下の金属板が下が 金属板を押し下げ、左右ともロックされ
カセットが最後ま っていない ていることを確認してください。
で入らない
裏面が汚れる プリンタ内の用紙搬送路 ステータスシートを数枚印刷して、汚れ

が汚れている の薄れ具合で、汚れがとれたかどうか判
断してください。
プリンタのプロパティの〔その他の設
定〕ダイアログから〔メンテナンス〕ダ
イアログを表示し、ステータスシートを
印刷してください。

「プリンタの清掃」（93ページ）
エラーメッセージが それぞれの状態をよく確認し、適切な処
表示され、印刷され 置を取ってください。
ない
「定着器寿命」のメッ 寿命部品の定着器の交換時期です。
セージが表示される ハードウェア修理相談センター（137

ページ参照）へ連絡してください。
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印刷品質が低下したとき印刷品質が低下したとき印刷品質が低下したとき印刷品質が低下したとき印刷品質が低下したとき
印刷品質が低下したときの処置について説明します。

ここで説明する処置をしても印刷品質が改善されない場合や、ここに示
した以外の現象が起きた場合は、ハードウェア修理相談センター（137
ページ参照）にご連絡ください。

注意 やけど プリンタを使用した直後は定着器が非常に熱くなってい
ます。「高温注意」ラベルが貼ってある箇所（定着器や
その周辺）には、絶対に触れないでください。やけどの
原因となることがあります。

こんなとき よくある例 ここをお調べください
印刷がうすい 印刷濃度の設定が適正で 印刷濃度を調整してください。
(かすれる、不鮮明） ない。 プリンタのプロパティの〔その他の設定〕

ダイアログから〔メンテナンス〕ダイアロ
グを表示し、「印刷濃度」で設定してくだ
さい。

リブプレートが汚れて リブプレートを清掃してください。
いる。 「リブプレートの清掃」

（94ページ）
用紙が湿気を含んでいる。新しい用紙に交換してください。

「用紙のセット」（18ページ）
プロセスカートリッジ内 新しいプロセスカートリッジに交換してく
にトナーがない。 ださい。

「プロセスカートリッジの交換」
（87ページ）

プロセスカートリッジが 新しいプロセスカートリッジに交換してく
劣化、または損傷してい ださい。
る。 「プロセスカートリッジの交換」

（87ページ）
黒点が印刷される 使用している用紙が適切 適切な用紙をセットしてください。

でない。 「用紙について」（79ページ）
プロセスカートリッジが 新しいプロセスカートリッジに交換してく
劣化、または損傷してい ださい。
る。 「プロセスカートリッジの交換」

（87ページ）
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こんなとき よくある例 ここをお調べください
黒線が印刷される プロセスカートリッジが 感光体（ドラム）をクリーニングしてくだ

劣化、または損傷してい さい。
る。 「感光体（ドラム）のクリーニング」

（98ページ）
新しいプロセスカートリッジに交換してく
ださい。

「プロセスカートリッジの交換」
（87ページ）

等間隔に汚れる プリンタ内の用紙搬送路 ステータスシートを数枚印刷して、汚れの
が汚れている。 薄れ具合で汚れがとれたかどうか判断して

ください。
「〔その他の設定〕ダイアログ」
（68ページ）

感光体（ドラム）が汚れ 感光体（ドラム）をクリーニングしてくだ
ている。 さい。

「感光体（ドラム）のクリーニング」
（98ページ）

プロセスカートリッジが 新しいプロセスカートリッジに交換してく
劣化、または損傷してい ださい。
る。 「プロセスカートリッジの交換」

（87ページ）
黒く塗りつぶさ 使用している用紙が適切 適切な用紙をセットしてください。
れた部分に白点 でない。 「用紙について」（79ページ）
がある

プロセスカートリッジが 新しいプロセスカートリッジに交換してく
劣化、または損傷してい ださい。
る。 「プロセスカートリッジの交換」

（87ページ）

指でこするとト 用紙が湿気を含んでいる。新しい用紙に交換してください。
ナーがかすれる 「用紙のセット」（18ページ）

使用している用紙が適切 適切な用紙をセットしてください。
でない。 「用紙について」（79ページ）
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こんなとき よくある例 ここをお調べください
用紙全体が黒く プロセスカートリッジが 新しいプロセスカートリッジに交換してく
印刷される 劣化、または損傷してい ださい。

る。 「プロセスカートリッジの交換」
（87ページ）

プリンタ内の高圧電源な ハードウェア修理相談センター（137ペー
どの故障が考えられる。 ジ参照）にご連絡ください。

何も印刷されない プロセスカートリッジの トナーシールを引き抜きます。
トナーシールが完全に引 「プロセスカートリッジの交換」
き抜かれていない。 （87ページ）
一度に複数枚の用紙が搬 用紙をいったん取り出し、よくさばいてか
送されている。 ら再度セットしてください。

「用紙のセット」（18ページ）
「用紙送りが異常なとき」
（113ページ）

プロセスカートリッジ内 新しいプロセスカートリッジに交換してく
にトナーがない。 ださい。

「プロセスカートリッジの交換」
（87ページ）

プロセスカートリッジが 新しいプロセスカートリッジに交換してく
劣化、または損傷してい ださい。
る。 「プロセスカートリッジの交換」

（87ページ）
プリンタ内の高圧電源な ハードウェア修理相談センター（137ペー
どの故障が考えられる。 ジ参照）にご連絡ください。

白抜けが起こる リブプレートが汚れて リブプレートを清掃してください。
いる。 「リブプレートの清掃」

（94ページ）
用紙が湿気を含んでいる。新しい用紙に交換してください。

「用紙のセット」（18ページ）
使用している用紙が適切 適切な用紙をセットしてください。
でない。 「用紙について」（79ページ）
トナーシールの切れはし 新しいプロセスカートリッジに交換してく
が、プロセスカートリッ ださい。
ジ内に残っている。 「プロセスカートリッジの交換」

（87ページ）
用紙にシワがつく 用紙のセットが適切でな 用紙を正しくセットしてください。

い。 「用紙のセット」（18ページ）
用紙が湿気を含んでいる。新しい用紙に交換してください。

「用紙のセット」（18ページ）
使用している用紙が適切 適切な用紙をセットしてください。
でない。 「用紙について」（79ページ）
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こんなとき よくある例 ここをお調べください
文字がにじむ 用紙が湿気を含んでいる。新しい用紙に交換してください。

「用紙のセット」（18ページ）
使用している用紙が適切 適切な用紙をセットしてください。
でない。 「用紙について」（79ページ）
リブプレートが汚れてい リブプレートを清掃してください。
る。 「リブプレートの清掃」

（94ページ）
プロセスカートリッジが 新しいプロセスカートリッジに交換してく
劣化、または損傷してい ださい。
る。 「プロセスカートリッジの交換」

（87ページ）
縦長に白抜けする プロセスカートリッジが いったんプロセスカートリッジを取り出し、

正しくセットされていな 軽く振ってからもう一度セットし直してく
い、またはプロセスカー ださい。
トリッジ内のトナーがか 「プロセスカートリッジの交換」
たよっている。 （87ページ）
リブプレートが汚れて リブプレートを清掃してください。
いる。 「リブプレートの清掃」

（94ページ）
プロセスカートリッジが 新しいプロセスカートリッジに交換してく
劣化、または損傷してい ださい。
る。 「プロセスカートリッジの交換」

（87ページ）
不要なトナーが 印刷濃度の設定が適正で 印刷濃度を調整してください。
つく ない。 プリンタのプロパティの〔その他の設定〕

ダイアログから〔メンテナンス〕ダイアロ
グを表示し、「印刷濃度」で設定してくだ
さい。

使用している用紙が適切 適切な用紙をセットしてください。
でない。 「用紙について」（79ページ）
プロセスカートリッジが 新しいプロセスカートリッジに交換してく
劣化、または損傷してい ださい。
る。 「プロセスカートリッジの交換」

（87ページ）
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こんなとき よくある例 ここをお調べください
太い文字に影が 印刷濃度の設定が適正で 印刷濃度を調整してください。
出る ない。 プリンタのプロパティの〔その他の設定〕

ダイアログから〔メンテナンス〕ダイアロ
グを表示し、「印刷濃度」で設定してくだ
さい。

プロセスカートリッジが 新しいプロセスカートリッジに交換してく
劣化、または損傷してい ださい。
る。 「プロセスカートリッジの交換」

（87ページ）
白地の部分がう 一度印刷した用紙を使用 両面印刷はできません。新しい用紙を使用
すく汚れる している。 してください。

感光体（ドラム）表面 感光体（ドラム）をクリーニングしてくだ
の電位がずれている。 さい。

「感光体（ドラム）のクリーニング」
（98ページ）

はがき、厚紙、ラベル紙 プリンタの実力です。ご了承ください。
を使用している。

紙送り方向に薄 はがきを印刷した後、普 感光体（ドラム）をクリーニングしてくだ
暗い線が入る 通紙に印刷した。 さい。

「感光体（ドラム）のクリーニング」
（98ページ）
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ソフトウェアに関するトラブルシューティングソフトウェアに関するトラブルシューティングソフトウェアに関するトラブルシューティングソフトウェアに関するトラブルシューティングソフトウェアに関するトラブルシューティング
現象 原因 処置

パラレルインタフェー プリンタの電源が入って プリンタの電源を入れてください。
スでWindows 95/98/Me いません。 「電源を入れる」（14ページ）
/NT4.0/2000/XPにプリ パソコンが双方向パラレ 双方向パラレルインタフェースをサ
ンタドライバをインス ルインタフェースをサ ポートしているパソコンに替えてく
トールする場合に、新 ポートしていません。 ださい。
しいハードウェアが検 「パソコンとの接続方法」
出されない （24ページ）

プリンタケーブルの規格 IEEE 1284に準拠したプリンタケー
が合っていません。 ブルを使用してください。

「パラレルインタフェース仕
様とコネクタピン配列」
（128ページ）
「プリンタケーブルについて」
（135ページ）

プリンタケーブルが正し プリンタケーブルを正しく接続して
く接続されていません。 ください。

「パラレルインタフェースで
の接続とインストール」
（26ページ）

電源を入れる順序が正し プリンタ、パソコンの順序で電源を入
くありません。 れてください。すでにパソコンが起動

しているときは、パソコンを再起動し
てください。

「パラレルインタフェースで
の接続とインストール」
（26ページ）
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現象 原因 処置
USBインタフェースで プリンタの電源が入って プリンタの電源を入れてください。
Windows 98/Me/2000/XP いません。 「電源を入れる」（14ページ）
にプリンタドライバを Windows 95/3.1から Windows 98/Meをクリーンインストー
インストールする場合 Windows 98/Meにアップ ルしたパソコンを使用してください。
に、新しいハードウェ グレードしたパソコンで 「USBインタフェースでの接
アが検出されない は動作保証できません。 続とインストール」

（33ページ）
パソコンがUSBに対応 デバイスマネージャでUSBコントロ
していません。 ーラが表示されるか確認してくださ

い。
「パソコンとの接続方法」
（24ページ）

USBケーブルの規格が USB 1.1に準拠したケーブルを使用
合っていません。 してください。

「USBインタフェース仕様と
コネクタピン配列」
（128ページ）
「プリンタケーブルについ
て」（135ページ）

USBケーブルが正しく接 USBケーブルが正しく接続されてい
続されていません。 るか確認してください。

「USBインタフェースでの接
続とインストール」
（33ページ）

データを受信しない 他のプリンタドライバが XL-4000のプリンタドライバを選択
選択されています。 してください。

「設定の手順」（50ページ）
プリンタドライバが正し プリンタドライバをいったん削除し、
くインストールされてい インストールし直してください。
ません。 「新しいドライバに置き換え

る」（75ページ）
以前接続していたUSBポ パソコンを再起動してください。
ートと異なるポートにプ 「USBインタフェースでの接
リンタを接続した。（USB 続とインストール」
ハブ使用時） （33ページ）
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第８章　困ったときには

現象 原因 処置
データを受信しない 双方向通信が無効になっ プリンタのプロパティで次の項目に

ています。無効にしてい チェックを付け、双方向通信を有効
るとデータを受けても捨 にしてください。
ててしまいます。 Windows 95/98/Meのとき

〔詳細〕ダイアログ-〔スプールの
設定〕の「このプリンタで双方向
通信機能をサポートする」（Meの
ときは、「このプリンタの双方向
通信機能をサポートする」）

「OSが提供する共通のダ
イアログ」（57ページ）

Windows NT4.0/2000/XPのとき
〔ポート〕ダイアログの「双方向
サポートを有効にする」

「OSが提供する共通のダ
イアログ」（57ページ）

他のプリンタドライバ 双方向パラレルまたは 他のプリンタドライバを削除してく
がインストールされて USBで動作する他のプリ ださい。
いると、印刷できない ンタがパラレルポート 「新しいドライバに置き換え

またはUSBポートを使用 る」（75ページ）
しています。

メモリ不足になる 印刷するために必要なメ 使用していないアプリケーションを
モリが不足しています。 閉じてください。

設定した印刷部数で印 アプリケーション側での 印刷部数などの設定がアプリケーショ
刷されない 設定が優先されています。ン側にもある場合は、アプリケーショ

ン側の設定が優先されす。
「設定の手順」（50ページ）

文字がギザギザになる ビットマップフォントを TrueTypeなどのアウトラインフォント
指定しています。 を指定してください。

他のプリンタから印刷 アプリケーション アプリケーションのプリンタの設定で
される (ccMail)などによっては XL-4000を選択してください。

独自のプリンタ選択を 「設定の手順」（50ページ）
行っています。

はがきを印刷していた プリンタがクリーニング クリーニング動作は1分程度で終わ
ら、印刷が突然止まっ モードになっています。 り、印刷は自動的に再開されます。
た はがきを印刷すると、通 クリーニング動作中のステータス表

算30枚ごとに感光体をク 示は「準備中」となっています。
リーニングします。

Windows Meで XL- XL-1200Eの USBドライバ 以下の手順に従ってXL-1200Eの USB
1200Eと XL-4000をイ が正しく認識できていま ドライバをインストールしてください。
ンストールすると、 せん。 1 USBハブで複数のプリンタが接続
XL-1200Eから印刷で されている場合は、XL-1200E以外
きない のプリンタの電源をオフにする

2 デバイスマネージャを起動する
3「USB Printing Support」を選択
し、プロパティを開く

4〔ドライバの更新〕を選択し、XL-
1200Eの USBドライバをインス
トールする



付録
ここでは、プリンタを使用する際に補助的に必
要となることがらについて説明します。

プリンタの仕様プリンタの仕様プリンタの仕様プリンタの仕様プリンタの仕様 .................................................................................................................................. 126126126126126
基本仕様 ................................. 126
インタフェース仕様 ....................... 128
用紙関係 ................................. 130

LEDLEDLEDLEDLEDランプの見かたランプの見かたランプの見かたランプの見かたランプの見かた ................................................................................................................... 132132132132132
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エラー状態 ............................... 133

プリンタケーブルについてプリンタケーブルについてプリンタケーブルについてプリンタケーブルについてプリンタケーブルについて ................................................................................ 135135135135135
プリンタドライバの入手方法プリンタドライバの入手方法プリンタドライバの入手方法プリンタドライバの入手方法プリンタドライバの入手方法 ...................................................................... 136136136136136
アフターサービスについてアフターサービスについてアフターサービスについてアフターサービスについてアフターサービスについて ................................................................................ 137137137137137

修理装置の返却準備  ～お客様へ～......... 138
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プリンタの仕様プリンタの仕様プリンタの仕様プリンタの仕様プリンタの仕様
基本仕様
以下に、プリンタの仕様を示します。

印刷方式 電子写真方式
印刷速度 約12枚／分（A4サイズ）
メモリ 16MB
エンジン解像度 600dpi
用紙サイズ ・給紙カセット：A3、B4、A4、B5、A5、レター

・MPカセット ：A3、B4、A4、B5、A5、レター、官製はがき
　リーガル、不定形サイズ

給紙方式*1 ・給紙カセットによる自動給紙(収容枚数250枚）
・MPカセットによる自動給紙（収容枚数 100枚（はがき、OHP、
　　　 　　　　　　　　　　 ラベル紙 30枚））

排紙方法*1 フェースダウンスタッカ（スタック枚数 250枚）
使用環境条件 温度10℃～32℃、湿度20％～80％RH(ただし結露しないこと)
電源・電源周波数 AC100V ± 10％、50/60 Hz
消費電力 動作時　750Ｗ以下、節電時　15Ｗ
騒　音 待機時　28dB(A)、動作時　50dB(A)
外形寸法 幅459mm、奥行き449mm、高さ325mm（カセット縮小時)

幅459mm、奥行き584mm、高さ325mm（カセット延長時）
質　量 約 15kg（消耗品を除く）
インタフェース IEEE P1284双方向パラレルポート

USB1.1準拠USBインタフェース
プリンタシーケンス*2 XLプリンタドライバ
耐用期間*3 5年(8時間/日)または30万ページ印刷(A4サイズ横送り)
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*1 ： 収容枚数は64g/m2にて換算
*2 ： データ処理解像度

・XLプリンタドライバ：600dpi
*3 ： ・耐用期間は、プリンタの設置環境・使用頻度により大幅に変動します。

・累積使用時間は、24時間運用の場合も同一です。
・A4より大きく長い用紙を使用する場合は、耐用期間が30万ページより短くなります。
・耐用期間中でも次の部品は磨耗するため、交換することをお勧めします。部品の交換
は、ハードウェア修理相談センター（137ページ参照）にご連絡ください。なお、交換
は有償です。

寿命部品 交換目安
定着器 10万枚印刷
フィードローラ 10万枚印刷
リタードパッド（MPカセット） 10万枚印刷
リタードパッド（給紙カセット）10万枚印刷
転写ローラ 10万枚印刷
レジストパッド（MPカセット） 10万枚印刷
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インタフェース仕様
パソコンとのインタフェースは、パラレルインタフェースおよびUSBイ
ンタフェースを採用しています。

パラレルインタフェース仕様とコネクタピン配列
・基本仕様
IEEE P1284に準拠した双方向パラレルインタフェース
・インタフェースコネクタ
プリンタ側：36 極コネクタ(メス)　アンフェノール　57-40360 相当品
ケーブル側：36極コネクタ(オス)　アンフェノール　57-30360 相当品
・ケーブル
1.5ｍ以下のケーブルを使用してください。
（雑音対策にはツイストペア線を使用し、シールドされていること。）
・信号レベル
LOW：0.0Ｖ～＋0.4Ｖ HIGH：＋2.4Ｖ～＋5.0Ｖ

・データ転送方式
８ビットパラレル
・コネクタピン配列

18 1

1936

インタフェースコネクタ(36ピン)

ピン番号 信号名称 発信元
１ ＊Strobe パソコン
２ 　Data 1 パソコン
３ 　Data 2 パソコン
４ 　Data 3 パソコン
５ 　Data 4 パソコン
６ 　Data 5 パソコン
７ 　Data 6 パソコン
８ 　Data 7 パソコン
９ 　Data 8 パソコン
10 ＊ Ack プリンタ
11 　Busy プリンタ
12 　PError プリンタ
13 　Select プリンタ
14 ＊ AutoFd パソコン
15 　― －
16 　SG －
17 　FG －
18 　+5VSignal プリンタ

ピン番号 信号名称 発信元
19 　-RET －
20 　-RET －
21 　-RET －
22 　-RET －
23 　-RET －
24 　-RET －
25 　-RET －
26 　-RET －
27 　-RET －
28 　-RET －
29 　-RET －
30 　-RET －
31 ＊ Init パソコン
32 ＊ Fault プリンタ
33 　-RET －
34 　― －
35 　― －
36 ＊ SelectIn パソコン

注）“＊”は、負論理信号であることを示します。
-RET信号は、すべてSGに接続されています。
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USBインタフェース仕様とコネクタピン配列
・基本仕様
USB仕様のRevision1.1準拠
・インタフェースコネクタ
プリンタ側：Bレセプタクル（メス）
ケーブル側：アップストリームポート
・ケーブル
XL-CBLU1または、5ｍ以下のUSB仕様Revision1.1以上に適合したケー
ブル（雑音対策にはツイストペア線を使用し、シールドされているこ
と。）
・伝送モード
フルスピード（最大12Mbps）

・電力制御
セルフパワーデバイス
・USBピン配列　2

43

1

ピン番号 信号名称 機能
１ vbus 電源（+5v）
２ 　D- データ転送用
３ 　D+ データ転送用
４ 　GND 信号グランド
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用紙関係

本プリンタは、給紙カセットとMPカセットを使い分けることによって、
いろいろな用紙を使うことができます。以下に、それぞれの給紙方法と
用紙サイズとの対応を示します。

印刷方向

・A3、B4、リーガル、はがきサイズの用紙の場合

ＡＢＣＤ・・・・�
・・・・�

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
・
・
・
・
�

・
・
・
・
�

　
用
紙
排
出
方
向�

縦方向印刷 横方向印刷

・A4、A5、B5、レターサイズの用紙の場合

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
・
・
・
�

・
・
・
・
�

ＡＢＣＤ・・・・�
・・・・�

　
用
紙
排
出
方
向�

縦方向印刷 横方向印刷

とじ穴のあるＡ４サイズの用紙を使用する場合は、とじ穴の位置が正
しくなるようにセットします。

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
・
・
�

・
・
・
・
�

ＡＢＣＤ・・・・�
・・・・�

　
用
紙
排
出
方
向�

左とじの場合 上とじの場合
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印刷可能領域

本プリンタで印刷できる、各用紙サイズの印刷可能領域は次のとおりで
す。

［印刷方向：縦］ ［印刷方向：横］

a1

b1 Ｂ寸法�

b2 Ｂ寸法�
（単位：ｍｍ）

Ａ
寸
法�

a2

Ａ
寸
法�

a1=a2=5mm、b1=b2=5mm
用紙方向 用紙サイズ Ａ３ B４ Ａ４ Ｂ５ A５ リーガル レター はがき
縦方向 Ａ寸法 410 354 287 247 200 346 270 138

Ｂ寸法 287 247 200 172 138 206 206 90
横方向 Ａ寸法 287 247 200 172 138 206 206 90

Ｂ寸法 410 354 287 247 200 346 270 138
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LEDLEDLEDLEDLEDランプの見かたランプの見かたランプの見かたランプの見かたランプの見かた
本プリンタには次の2つのLEDランプがあります。LEDランプは、消灯
／点灯／点滅によってプリンタの状態を示します。

印刷可ランプ（緑）
エラーランプ（アンバー）

ここでは、正常時およびエラー時のLEDランプ表示を示します。
なお、LEDランプの状態は以下の記号で表します。

LEDランプ 状態
消灯
点灯

点滅

正常状態

ランプ 状  態
印刷可 エラー

電源が切断されている状態です。
オンライン状態（印刷可能な状態）です。
ROM／ RAMを診断している状態です。

ウォームアップ中、リモートリセット、クリーニング

中、またはデータ受信中です。



付　録

133

1

2

3

4

5

6

7

8

付

エラー状態

エラーが発生したときは、次の表にしたがって処置してください。

ランプ 表示内容 状態／処置
印刷可 エラー

用紙なしエラー 用紙がなくなりました。ステータス表示に表示された
サイズの用紙をカセットにセットしてください。

紙づまりエラー 紙づまりが発生しました。
（カセット内） 給紙カセット、MPカセットを確認し、つまった用紙を

取り除いてください。
（「紙づまりになったとき」（106ページ）参照）

用紙サイズ カセットにセットされている用紙サイズと、印刷デー
不一致エラー タの用紙サイズが異なっている、あるいは用紙サイ

ズダイヤルの設定が誤っています。正しい用紙サイ
ズ、および正しい用紙サイズダイヤルを設定してく
ださい。

カセットなしエラー セットされていないカセットがあります。
すべてのカセットをセットしてください。

紙づまりエラー フロントカバー、トップカバー、給紙カセット、MPカ

（内部） セットを確認し、つまった用紙を取り除いてくださ
い。（「紙づまりになったとき」（106ページ）参照）

カバーオープンエラー カバーを開けると表示されます。作業が終わったらカ
バーを閉じてください。

カートリッジ プロセスカートリッジが正しくセットされていない、
なしエラー あるいは使用できないプロセスカートリッジがセット

されています。プロセスカートリッジを確認し、セッ
トし直してください。
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ランプ 表示内容 状態／処置
印刷可 エラー

ハードウェアの いったん電源を切断し、再度投入してください。
（2秒間点灯） 異常検出 それでも表示が変わらない場合は、ランプの状態（何

↓ 回点滅するか）を控え、ハードウェア修理相談セン

ター（137ページ参照）へご連絡ください。

（規定の回数点滅）

↓

（2秒間消灯）

繰
り
返
し
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プリンタケーブルについてプリンタケーブルについてプリンタケーブルについてプリンタケーブルについてプリンタケーブルについて
ご使用のパソコンに対応したケーブルをご使用ください。

・本プリンタにはプリンタケーブルは添付されていませ
ん。パソコン本体に添付のケーブルか、別売りケーブル
をお使いください。
・以下の長さのシールドケーブルをお使いください。
・パラレルインタフェースケーブル ... 1.5m以下
・USBインタフェースケーブル........ 5m以下

パラレルインタフェース用ケーブル
ご使用のパソコン プリンタケーブル

FMVシリーズ FMV-CBL712

USBインタフェース用ケーブル
品名 型名 備考

プリンタUSBケーブル XL-CBLU1 USBに対応し、Windows 98/Me/2000/XP
が動作するパソコンに接続可能です。
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プリンタドライバの入手方法プリンタドライバの入手方法プリンタドライバの入手方法プリンタドライバの入手方法プリンタドライバの入手方法
最新版のプリンタドライバは、インターネットの「FMWORLD.NET」から
ダウンロードすることができます。FMWORLD.NETではサポートサービス
などに関するさまざまな情報も提供しています。

下記に示したURLよりプリンタドライバをダウンロードしてください。
FMWORLD.NET URL: http://www.fmworld.net/

・FMWORLD.NETをご利用になる際は、Webブラウザおよびイン
ターネットに接続できる環境が必要です。
・添付のCD-ROMには、製品出荷時での最新版ドライバが収め
られおり、FMWORLD.NETからダウンロードできるものと同一
の可能性があります。お使いのプリンタドライバのバー
ジョンを確認してからダウンロードを行ってください。
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アフターサービスについてアフターサービスについてアフターサービスについてアフターサービスについてアフターサービスについて
・お買い求めの際に販売店でお渡しする保証書は、大切に保管してくだ
さい。

・保証書は日本国内においてのみ有効です。

・無償保証期間は、お買い上げ日より６ケ月です。詳細は保証書をご覧
ください。

・保守部品の供給期間は、このプリンタの製造中止後６年です。ご了承
ください。

・分解、改造などを行わないでください。無償保証の期間内でも無償修
理が受けられないことがあります。

・プリンタのご使用にあたっては、純正のサプライ用品をお使いくださ
い。純正のサプライ用品以外の用品をお使いになったことによる製品
の誤動作および故障に関しましては、当社は一切責任を負いかねます
のでご了承ください。

・装置を返却される場合は、次ページの手順に従って準備をお願いしま
す。

・故障の際は下記までご連絡ください。
『ハードウェア修理相談センター』
フリーダイヤル：0120-422-297
受付時間 ：平日9:00～ 17:00

（土曜・日曜・祝日および当社指定の休日を除く）

・プリンタのご使用に関する技術的なご相談は、下記までご連絡くださ
い。
『富士通パーソナル製品に関するお問い合わせ窓口』
フリーダイヤル：0120-950-222
受付時間 ：平日9:00～ 17:00

（土曜・日曜・祝日およびメンテナンス日を除く）
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修理装置の返却準備  ～お客様へ～

お手数ですが、修理装置の返却にあたっては、輸送時のトラブル防止の
ため、以下の手順で準備いただきますようお願い申し上げます。

1 ステータスシートを印刷する
以下の手順でステータスシートを印刷してください。
1 給紙カセットにA4用紙を横に印刷する
2 Windowsの〔プリンタ〕（Windows XPのときは〔プリンタとFAX〕）フォ
ルダを開き、〔XL-4000〕のプロパティを開く

3〔その他の設定〕タブを選択する
4〔メンテナンス〕ボタンをクリックする
5〔ステータスシートを印刷する〕ボタンをクリックし、印刷を実行す
る

2 装置の電源スイッチを切り、ケーブル類（電源コード、プリ
ンタケーブル）を外す

3 MPカセットと給紙カセットを取り外す
手順1で印刷した「ステータスシート」を、返却する装置に添付してく
ださい。
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